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功績者表彰を受賞した県立笛吹高等学校ライフル射撃部
奈良友貴様、山田祐美子様、小澤綾香様（右から）

まちづくり表彰を受賞した石和駅前土地区画整理推進協議会の代表�須田和美様「オーディナリーマーチ」や「栄光の架け橋」を演奏した石和中学校ブラスバンド部

特別住民票を交付されるフッキー

Ｆｕｋｋｉ（フッキー）名　称

男性　別

空から小中学校のパトロールや市のＰＲ趣味・特技

弱い者いじめ嫌いなこと

平成16年10月12日
（市が誕生した日に生まれました）

誕生日

正義感が強く、だれにでも優しい心の持ち主で
す。ややおっちょこちょいな一面もあります。

性　格

桃とぶどう（市は桃ぶどう日本一の郷　
食べ物には困りません）

好きな食べ物

○モチーフは市の鳥「オオルリ」です。
○全身には笛吹市のシンボルカラーであ

る青色をまとい、お腹にピンク色の桃
のマークがついています。

○よく見るとネクタイの部分は笛吹市の
頭文字「Ｆ」を表しています。

特　徴

式典で　村深月さんは、「市民

栄誉賞受賞は光栄であり身の

引き締まる思い。ふるさとと

いうものは一生変えられない

自分の中にある景色であり、

財産。本で皆さんに恩返しし

たい」と語ってくれました。

また、　村さんがかつて通わ

れていた石和図書館にも感謝

の言葉をいただきました。
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講師 一宮町文化協会一宮町郷土史会員

会場 スコレーセンター

日時 平成25年1月24日・31日、2月7日・14日
各木曜日　午後1時30分～3時30分

定員 30人

受講料 無料

江戸時代の簡単な古文書から、笛吹市のおもしろ噺（百
姓一揆、笛吹橋普請、捨て子、西国巡礼　ほか）

講師 ㈱フォネットスタッフ

会場 スコレーセンター

日時 平成25年1月25日(金)　①昼の部　午後2時～4時
②夜の部　午後7時～9時　①、②どちらか番号を記入

定員 ①、②各20人

受講料 無料

使いたいけど使い方がわからない。興味はあるけど難し
そう・・・。そんな悩みを持っている方の初心者教室です。
※スマートフォンは、当日貸出します。

講師 市教育委員会文化財課職員

会場 学びの杜みさか

日時 平成25年2月4日(月)　午後2時～3時30分

定員 20人

受講料 無料

鎌倉街道の歴史を紐解きます。主要街道としての役割、
今に残る史跡について学ぶ座学講座です。

講師 平賀正友��先生

会場 スコレーセンター

日時 平成25年1月23日・30日、2月6日・13日・20日
各水曜日　午後2時～3時30分

定員 15人

受講料 500円

美味しいときにも「ヤバイ」とか、「全然大丈夫」なんて使っていませんか？
間違いだらけの日本語が飛び交う今だからこそ、美しく正しい言葉の導き手、
現役パーソナリティとおしゃべりしながら、「きれいな日本語」の「正しい使
い方」を楽しく学んでみませんか！！

講師 土橋春園��先生

会場 働く婦人の家(八代町）

日時 平成25年3月7・14日　各木曜日
午後1時30分～3時30分

定員 15人

受講料 無料

日本には、昔から自然との調和の中で日常生活に知恵を働かせた
文化があります。古き良き時代の文化や知恵などについて講師が
分りやすくお教えします。今回は、「水引」「のし」�について学びま
す。

講師 石和町文化協会茶道部員

会場 スコレーセンター

日時 平成25年1月12日・19日・26日、2月9日・16日
各土曜日　午前10時30分～正午

定員 10人

受講料 1,000円

茶道を通じて、「訪問先での立ち居振る舞い」や「お客様
へのおもてなしの心」を学び、自己を磨き、日常生活に
役立てましょう。

講師 石和町文化協会囲碁部員

会場 スコレーセンター

日時 平成25年1月16日・23日・30日、2月6日
各水曜日　午後1時30分～3時30分

定員 8人

受講料 200円

初心者の方には用語の説明から、初級の方には棋力と要
望に対応します。

講師 小澤浩美��先生

会場 スコレーパリオ

日時 平成25年1月17日・31日、2月7日・21日・28日
各木曜日　午後2時～3時30分

定員 10人

受講料 2,000円（ほか戸籍、除籍の取得費は実費）

戸籍、除籍を取得し、それを通して家系図に整理します。
あらためて自分の家族や親族とのつながりを確認し、心
の絆を深めてみませんか。

講師 北山佳代子��先生

会場 御坂農村環境改善センター

日時 平成25年1月18日・25日、2月1日・8日・15日
各金曜日　午前10時～11時30分

定員 20人

受講料 無料

昔、みんなとうたった懐かしい童謡、唱歌。新しい仲間
とリズムに合わせ、大きな声で楽しく学び歌いましょう。

講師 八代町文化協会将棋部員

会場 スコレーセンター

日時 平成25年1月19日・26日、2月2日・9日・16日
各土曜日　午前10時～正午

定員 15人

受講料 無料

将棋を知らない人対象にルール・マナーを覚えてもらう
ための講座です。２月１６日は、ミニ大会を行う予定です。

講師 境川町文化協会煎茶道部員

会場 境川総合会館

日時 平成25年1月22日・29日、2月5日・12日・19日
各火曜日　午前10時～午前11時30分

定員 10人

受講料 500円

玉露のお茶を楽しみましょう。おいしいお茶を入れる手
順からお手前へと煎茶道の世界に入ってみませんか。

　募集期間　11月１日（木）～15日（木）　午前９時～午後５時

　申込方法　規定の申込書に記入して、ファックス・Ｅメール・持参・郵送のいずれかでお申し込み

ください。その際には、必ず「教室番号」と「教室名｣を明記してください。

○ファックスの場合　FAX��055(261)3340

○Eメールの場合　申込書を市ホームページからダウンロードし、Eメールに添付してください。

　　shogaigakusyu@city.fuefuki.lg.jp

○持参の場合　笛吹市役所南館3階� 生涯学習課または、御坂支所、一宮支所、春日居支所、芦川支

所、八代総合会館、境川総合会館

　申込書は、上記のほか、市内図書館窓口などにも備えています。また、このページのコピーも利

用できます。

■郵送・問合せ先　〒406-0031��笛吹市石和町市部809-1（笛吹市役所南館内）

　　　　　　　　　　　　　　　�笛吹市教育委員会�生涯学習課�生涯学習担当　☎�055(261)3339

　そ�の�他

○応募者が定員を超えた場合は、抽選で受講者を決定します。その際は、笛吹市民が優先となります。

　（初心者等を優先する場合もあります）

○受講が決定した方、または抽選に外れてしまった方には、講座受講者決定通知書、または落選通知

書を送付しますので必ず内容をご確認ください。

○材料費・入場料等が必要な場合は、先に講座受講者決定通知書でお知らせする銀行口座へ振り込ん

でください。

○期間を過ぎても定員に達しない講座は、再募集する場合があります。また、希望者が一定の数に達

しない場合などには、講座を取りやめることもあります。

※市民講座の内容は、初心者を対象としています。引き続き受講を希望される場合や、もう少し高い

レベルの講座を受講したい場合などは、自主（任意）グループを結成することで、学習を継続する

こともできます。詳しくは、各講座担当の生涯学習コーディネーターにご相談ください。

平成24年度　「笛吹市民講座」�３学期受講申込書

住　所

電話番号 生年月日 大・昭・平　　年　　月　　日

フリガナ

男・女

申込者氏名

希望する
教室番号

希望する
教室番号 教　室　名教　室　名

〒

※はっきり記入してください。

連絡が取れる番号



講師 境川町文化協会きり絵部員

会場 境川総合会館

日時 平成25年2月7日・21日、3月7日・21日・28日
各木曜日　午後7時30分～9時

定員 10人

受講料 500円

風景や静物などカッターで切り、絵画のように表現します。
きり絵部員がきめ細かくサポートしますので、初心者で
も簡単に仕上げることができます。

講師 返田由香子��先生

会場 あぐり情報ステーション(春日居町）

日時 平成25年１月11日・18日・25日、2月1日・8日
各金曜日　午後1時30分～3時30分

定員 15人

受講料 4,000円

エレガントにもカジュアルにも着こなせる便利なかぎ針
編みベストです。春のお出かけにいかがですか。

講師 伊東紫泉��先生

会場 八代総合会館

日時 平成25年1月22日・29日、2月5日・12日・19日
各火曜日　午後1時30分～3時30分

定員 15人

受講料 1,500円

樹脂粘土でアクセサリーを作ります。ブローチにもチョ
ーカーにもペンダントにも使えます。オリジナルアクセ
サリーを作って身に付けましょう！

講師 八代町文化協会陶芸部員

会場 若彦路ふれあいセンター(八代町）

日時 平成25年2月5日（火）・6日（水）・26日（火）、
3月5日（火）　午前9時30分～11時30分

定員 15人

受講料 1,500円

初心者を対象に、陶芸部員の指導で、2キログラムの粘土
を使いカップや茶わんなどを仕上げます。

講師 斉木玉枝��先生

会場 境川総合会館

日時 平成24年2月22日、3月1日・8日・15日・22日
各金曜日　午前10時～11時30分

定員 20人

受講料 無料

自彊術は、全身を使って31の動作を正しく行い、内蔵に負担の
ない呼吸法をすることで、身体を調整し歪みを整えます。運動
が苦手な方も、エネルギーの消費の少ない動きなので、継続的
に行っていける健康体操です。

講師 新井夏江��先生

会場 あぐり情報ステーション(春日居町）

日時 平成25年2月26日、3月5日・12日・19日・26日
各火曜日　午後1時30分～3時

定員 20人

受講料 無料

フォークダンスは世界中で踊られている民族舞踊です。
ブルガリア、ハンガリー、ウクライナ、ロシア・・・eｔｃ。
リズムにのって世界各地を旅してみましょう。

講師 八代町文化協会舞踊部員

会場 八代総合会館

日時 平成25年1月24日・31日、2月7日（木）・20日（水）、
3月5日（火）　午後7時30分～9時30分

定員 10人

受講料 無料

どなたにもできる健康体操だと思って民謡、舞踊をやっ
てみませんか。今回は曲を決めず希望の曲がありました
ら部まで、山梨県にも良い民踊がたくさんあります。

講師 八代町文化協会ダンス部員

会場 八代総合会館

日時 平成25年1月27日、2月3日・17日・24日、3月3日
各日曜日　午後7時30分～9時30分

定員 15人

受講料 無料

初心者を対象に社交ダンスの初歩的なステップを学びます。
ダンスに興味がある、一度体験したい、そんな方にお勧
めです。

講師 半田美恵子��先生

会場 働く婦人の家(八代町）

日時 平成25年１月29日、2月5日・12日・19日・26日
各火曜日　午前10時～11時30分

定員 30人

受講料 無料

日常、よく見かける道具や小物を使って運動を行います。体操をす
ることによって脂肪を効率よく熱エネルギーに変換し、体外に放
出させましょう！今回は、ペットボトル（空500㎖）2本を使用します。

講師 佐藤江利��先生

会場 八代総合会館

日時 平成25年2月6日・13日・20日・27日、3月6日
各水曜日　午前10時～11時30分

定員 20人

受講料 無料

ヨガの原点であるラージャヨーガ。簡単なポーズをひと
つ一つ丁寧に行い、長く保ち、呼吸を整え心身ともにリ
ラックス。初心者や運動経験のない方も参加いただけます。

講師 斉藤初美��先生　輿石睦美��先生

会場 スコレーセンター(4・5回目はスコレーパリオ)

日時 平成25年1月26日(土)、2月9日(土)・19日(火)、
3月9日（土）・23日（土）　午前10時～正午

定員 15人

受講料 5,500円

ハーブの正しい基礎知識を学び、クラフトやハーブを使
った料理、キッチンハーブの寄せ植えを体験し、暮らし
にハーブを取り入れましょう。

講師 御坂町文化協会書道部員

会場 御坂農村環境改善センター

日時 平成25年1月26日、2月2日・16日、3月2日・16日
各土曜日　午後1時30分～3時30分

定員 7人

受講料 3,000円

楷書、行書、草書、かな等の基礎から、作品の仕上げま
で学びます。「書く」こと「作品を作る」こと「作品を展
示してみてもらう」ことの楽しさを味わってみませんか。

講師 御坂町文化協会華道部員

会場 御坂農村環境改善センター

日時 平成25年1月16日(水)、2月20日(水)、3月21日(木)
午後1時30分～3時

定員 10人

受講料 3,000円

年齢を問わず、誰でも簡単に生け花を学ぶことができます。
はじめての方も楽しく基本のいけ方を学びましょう。

講師 御坂町文化協会絵画部員

会場 スコレーパリオ

日時 平成25年1月25日、2月8日・22日、3月8日・22日
各金曜日　午後1時30分～3時30分

定員 15人

受講料 無料

形の捉え方や色の表現の考え方、着彩の方法を学びます。

講師 樹木医　川村晃一��先生

会場 八代総合会館敷地

日時 平成25年2月8日（金）　午後2時～4時

定員 20人

受講料 無料

樹姿・樹勢の保ち方や剪定の仕方などを実物の植木を用
いて、学習します。
※今回は、春の庭木の手入れ方法について学びます。

講師 新海由里子��先生

会場 スコレーパリオ

日時 平成25年1月24日・31日、2月7日・14日・21日
各木曜日　午前10時～11時30分

定員 20人

受講料 2,500円

写真は撮ったけど、ついつい溜め込んで・・・。たくさん撮ったのに同じよう
なアングルばかり・・・どれを貼ったら良いの！？そんなお悩みを解決！！
写真の選び方やレイアウト、コメントの付け方など専門家に学びます。
アルバム作りを通して家族の歴史を繋いでみませんか。

講師 小林ひろみ��先生

会場 いちのみや桃の里ふれあい文化館

日時 平成25年2月27日、3月6日・13日　各水曜日
午前10時～11時30分

シルク素材の季節の花を用いたアレンジです。1回目リース、2回目
ハート或いは台型のバッグ型、3回目ミニブーケを作ります。いつま
でも色落ちせず、玄関やリビングを華やいだ雰囲気にしてくれます。

講師 早川亜希子��先生

会場 いちのみや桃の里ふれあい文化館

日時 平成25年2月13日（水）　午後１時30分～3時30分

定員 12人

受講料 1,500円

しっとり、ふわふわ！究極のロールケーキの作り方のコ
ツを学びます。バレンタインのプレゼントにいかがですか。

講師 石和町文化協会レザークラフト部員

会場 スコレーパリオ

日時 平成25年1月31日(木)　午後7時～9時

定員 10人

受講料 1,500円

牛革に模様を付け、好みの色に染めてペンケースを作り
ます。オリジナルな作品に感動してみませんか。

講師 境川町文化協会絵てがみ部員

会場 境川総合会館

日時 平成25年2月13日・20日・27日　各水曜日
午後1時30分～3時30分

定員 15人

受講料 500円

あなたの思いをはがきに託してみませんか。①らっかん
作り　鉛筆による絵てがみ、②ダーマートで描く絵てがみ、
③割箸で描いて額入り仕上げ

講師 御坂町文化協会アメリカンフラワー部員

会場 スコレーパリオ

日時 平成25年2月19日・26日、3月5日・12日・19日
各火曜日　午後1時30分～3時

定員 10人 受講料 3,500円

花が好きな方、きれいな造花を作ってみませんか。ワイ
ヤーで形を作り、専用の液で膜を張り、乾いたら組み立
てて完成です。

講師 吉原ゆかり��先生

会場 いちのみや桃の里ふれあい文化館

日時 平成25年2月21日・28日、3月7日・14日
各木曜日　午前10時～11時30分

定員 20人

受講料 2,000円

定員 20人

受講料 3,000円

粘土で端午の飾りをつくりましょう。楽しく作品を仕上げ、
心のこもったオリジナルの飾りで5月の風情を演出してみ
ましょう。



藤江扶紀
（ヴァイオリン）

第80回日本音楽
コンクールバイオ
リン部門第１位な
ど。これまでに、
東京交響楽団、京
都市交響楽団、日
本フィルハーモニ
ー交響楽団などと
共演。現在、東京
藝術大学４年在学
中。

藤原晶世
（ヴィオラ）

第 １ 回 東 京 芸 術
セ ン タ ー 記 念 バ
イ オ リ ン コ ン ク
ール金賞、ウィー
ン ベ ー ト ー ベ ン
国 際 コ ン ク ー ル
2012第２位など。
小林研一郎指揮、
日 本 フ ィ ル ハ ー
モニーと共演。現
在、東京芸術大学
３年在学中。

藤原秀章
（チェロ）

第６回日本管弦打
楽器ソロコンテス
ト金賞、第９回東
京音楽コンクール
入選など。金洪才
指揮新日本フィル
ハーモニー交響楽
団と共演。現在、
東京芸術大学附属
高等学校３年在学
中。

開原由紀乃
（ピアノ）

ピティアナピアノ
コンペティション
F級� 全国決勝大会�
ベスト賞、全日本
学生音楽コンクー
ル� 高校の部� 全国
大会� 入選など。
現在、東京芸術大
学３年在学中。

伊藤優里
（フルート）

第63回全日本学
生 音 楽 コ ン ク ー
ル 東 京 大 会 第 １
位 、 全 国 大 会 第
３位、第10回ブ
ル ク ハ ル ト 国 際
音 楽 コ ン ク ー ル
最 高 位 な ど 。 現
在 、 東 京 芸 術 大
学２年在学中。

　
東
京
芸
術
大
学
、
同
大
附
属
高
等
学

校
で
学
ぶ
若
手
演
奏
家
が
、
年
代
に
関

わ
ら
ず
誰
も
が
楽
し
め
る
贅
沢
な
コ
ン

サ
ー
ト
を
お
届
け
し
ま
す
。

▼
出
演
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

▼
日
時
　
12
月
1
日
（
土
）
　
開
場
…
午

後
1
時
30
分
　
開
演
…
午
後
2
時

▼
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ

い
文
化
館

▼
入
場
料
　
無
料

※
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
、
い
ち
の
み
や

桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館
で
配
布
し

て
い
る
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ
先
　
（
公
財
）
ふ
え
ふ
き
文
化
・

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

　
五
感
を
フ
ル
活
用
し
て
、
様
々
な
も

の
を
発
見
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
　
小
学
4
年
生
以
上
　
※
小
学

3
年
生
以
下
に
つ
い
て
は
要
相
談
。

▼
日
時
　
11
月
24
日
（
土
）

　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

※
小
雨
決
行
・
荒
天
順
延

▼
場
所
　
山
梨
岡
神
社
裏
山
（
春
日
居

町
鎮
目
）

※
境
内
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
講
師
　
植
原
彰
氏
（
乙
女
高
原
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
代
表
世
話
人
）

▼
定
員
　
20
人
程
度

▼
参
加
費
　
1
0
0
円
（
保
険
代
に
充

当
。
申
し
込
み
の
上
、
当
日
支
払
い
）

▼
持
ち
物
・
服
装
　
雨
具
、
水
筒
、
長

袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
帽
子
着
用
、
サ
ン

ダ
ル
禁
止

▼
後
援
　
市
教
育
委
員
会
、
子
ど
も
ゆ

め
基
金
助
成
事
業

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
お
は
な
し
の
へ
や
�

も
も
　
馬
場

　
☎
・
℻
0
5
5
3
（
2
6
）
3
0
6
5

見に来てくださいね。

―
あ
ら
す
じ
ー

　
全
て
が
い

や
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
ソ

ラ
は
部
屋
に

閉
じ
こ
も
っ

て
し
ま
い
ま

す
。
そ
こ
に

突
然
現
れ
た

チ
ビ
。

「
ど
こ
か
ら

来
た
の
!?
」

　
チ
ビ
は
何
か
を
探
し
て
ソ
ラ
の
部
屋

へ
や
っ
て
来
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、

チ
ビ
は
色
々
な
物
（
者
？
）
を
ソ
ラ
の

部
屋
へ
と
招
き
入
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
あ
な
た
は
大
切
な
事
を
忘
れ
て
い
ま

せ
ん
か
。
ソ
ラ
と
一
緒
に
思
い
出
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時

○
12
月
8
日
（
土
）

　
開
場
　
午
後
2
時
30
分

　
開
演
　
午
後
3
時

○
12
月
9
日
（
日
）

　
開
場
　
午
後
1
時
30
分

　
開
演
　
午
後
2
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

▼
入
場
料
　
○
一
般
　
5
0
0
円
　
○

中
学
生
以
下
　
無
料
（
整
理
券
配
布

は
あ
り
ま
せ
ん
）

■
問
合
せ
先
　
（
公
財
）
ふ
え
ふ
き
文
化
・

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

　
画
家
青
楓
は
、
文
芸
に
お
い
て
も
豊

か
な
才
能
を
持
ち
合
わ
せ
短
歌
、
随
筆
、

小
説
な
ど
多
数
の
著
書
を
残
し
ま
し
た
。

特
に
文
豪
夏
目
漱
石
と
の
出
会
い
は
、

彼
と
多
く
の
文
壇
人
や
文
化
人
達
と
の

交
友
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
青
楓
を
取
り
巻
く
人
々
に
焦

点
を
当
て
、
同
時

に
そ
の
時
代
に
描

か
れ
た
作
品
を
展

示
し
、
青
楓
の
豊

か
な
交
友
関
係
を

再
確
認
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
企

画
に
し
ま
し
た
。

▼
日
時
　
平
成
25
年
3
月
末
ま
で

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

※
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
（
月
曜
日
が

祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
、
年
末
年
始

▼
入
館
料
　
○
一
般
3
0
0
円
（
団
体

２
０
０
円
）
○
大
学
・
高
校
生
２
０

０
円
（
団
体
1
5
0
円
）
○
小
中
学

生
1
0
0
円
（
団
体
80
円
）

※
65
歳
以
上
は
無
料

■
問
合
せ
先
　
青
楓
美
術
館

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
2
1
2
2

▼
日
時
　
11
月
11
日
（
日
）

　
開
場
　
午
後
1
時

　
開
演
　
午
後
1
時
30
分

▼
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ

い
文
化
館

▼
出
演
者
　
古
屋
真
木
子
（
ピ
ア
ノ
）

　
市
川
ち
づ
る
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

　
三
浦
　
和
子
（
ピ
ア
ノ
）

　
真
由
　
　
　
（
朗
読
）

　
市
川
　
沙
絵
（
ピ
ア
ノ
）

▼
内
容

○
ピ
ア
ノ
連
弾
と
お
話
で
楽
し
む

　
く
る
み
わ
り
人
形

○
ど
こ
か
で
聞
い
た
名
曲

エ
リ
ー
ゼ
の
た
め
に
、
ト
ル
コ
行
進

曲
、
星
に
願
い
を
　
ほ
か

▼
入
場
料
　
○
高
校
生
以
上
　
前
売
１

０
０
０
円
　
当
日
1
5
0
0
円
　

○
中
学
生
以
下
　
前
売
　
5
0
0
円
　

当
日
　
7
0
0
円
　
※
3
歳
児
未
満

無
料

▼
後
援
　
市
教
育
委
員
会
　
ほ
か

※
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
収
益
の
一
部
は

東
日
本
大
震
災
義
援
金
に
充
て
ら
れ

ま
す
。

■
チ
ケ
ッ
ト
・
問
合
せ
先

・
市
川

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
1
5
0
1

・
三
浦

　
☎
0
5
5
（
2
3
7
）
6
8
5
0

・
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

　高校生の作った農産物、食品加
工品の販売や文化部ステージ・総
合学科系列の特徴を生かした企画・
販売やゲームなどのイベントを開
催します。地域の皆さんのご来校
をお待ちしています。
　日時　11月10日（土）
　午前10時から
■場所・問合せ先　笛吹高等学校
　☎�055（262）2135



つ
る
細
工
教
室

　
ク
ズ
の
つ
る
を
使
っ
て
、
か
ご
作
り

を
楽
し
み
ま
す
。

▼
日
時
　
12
月
8
日
（
土
）

受
付
　
午
前
9
時
か
ら

開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
福
嶋
孝
一
氏
（
エ
ス
プ
リ
ガ

ー
デ
ン
代
表
）

▼
定
員
　
25
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

▼
持
ち
物
　
つ
る
が
切
れ
る
手
ば
さ
み
、

エ
プ
ロ
ン
、
新
聞
紙
3
〜
4
枚

▼
申
込
受
付
　
11
月
8
日
（
木
）
午
前
9

時
か
ら

ク
レ
イ
ア
ー
ト
を
楽
し
も
う

　
マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ
や
樹
脂
粘
土
（
ク
レ

イ
）
な
ど
を
使
っ
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
リ

ー
ス
を
作
り
ま
す
。

▼
日
時
　
12
月
15
日
（
土
）

受
付
　
午
前
9
時
30
分
か
ら

開
催
　
午
前
10
時
〜
正
午

▼
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
吉
原
ゆ
か
り
氏
（
ク
レ
イ
ア

ー
ト
ス
タ
ジ
オ
　
キ
ャ
ラ
メ
ル
代
表
）

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

▼
申
込
受
付
　
11
月
15
日
（
木
）
午
前
9

時
か
ら

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座
「
寄
せ
植
え
」

　
季
節
の
植
物
を
使
っ
て
、
正
月
用
の

寄
せ
植
え
を
作
り
ま
す
。

▼
日
時
　
12
月
22
日
（
土
）

受
付
　
午
前
9
時
30
分
か
ら

開
催
　
午
前
10
時
〜
正
午

▼
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
福
嶋
孝
一
氏
（
エ
ス
プ
リ
ガ

ー
デ
ン
代
表
）

▼
定
員
　
40
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
2
0
0
0
円
（
材
料
費
）

▼
服
装
・
持
ち
物
　
園
芸
が
で
き
る
服

装
、
手
袋

▼
申
込
受
付
　
11
月
22
日
（
木
）
午
前
9

時
か
ら

▼
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
、
窓
口
に

て
受
け
付
け
ま
す
。

※
各
イ
ベ
ン
ト
の
申
し
込
み
は
、
本
人

ま
た
は
保
護
者
に
限
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

☎
0
5
5
3
（
4
7
）
2
8
0
5

　
県
お
よ
び
山
梨
県
人
権
啓
発
活
動
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
で
は
、
人
権
啓
発

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
入
場
無
料
で
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
日
時
　
12
月
6
日
（
木
）

　
午
後
1
時
30
分

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

▼
講
師
　
森
田
明
美
氏

■
問
合
せ
先
　
県
企
画
県
民
部
県
民
生

活
・
男
女
参
画
課

　
☎
0
5
5
（
2
2
3
）
1
3
5
1

　
求
職
者
と
求
人
企
業
の
個
別
説
明
会

と
面
接
会
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
29
日
（
木
）

受
付
　
正
午
か
ら

開
催
　
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
求
人
企
業

○
市
内
に
本
社
・
支
店
ま
た
は
事
務
所

等
が
あ
る
企
業

○
求
人
企
業
は
事
前
の
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。
定
数
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

▼
求
職
者
　
来
春
新
規
学
卒
予
定
者
（
高

校
生
・
大
学
生
等
）
お
よ
び
一
般
求

職
者
（
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
を
含

む
）

※
求
職
者
の
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
履
歴
書
（
コ
ピ
ー
可
）
を
持
参

の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費
　
企
業
、
求
職
者
と
も
に
無

料
で
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

観
光
商
工
課
�

商
工
労
働
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

▼
対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
女

性
▼
日
時
　
11
月
17
日
（
土
）

開
会
　
午
前
9
時

試
合
開
始
　
午
前
9
時
30
分

▼
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー

ツ
公
園
　
体
育
館

▼
参
加
料
　
無
料

▼
申
込
締
切
　
11
月
5
日
（
月
）
必
着

▼
申
込
方
法
　
生
涯
学
習
課
に
備
え
て

あ
る
申
込
書
に
名
前
・
住
所
・
電
話

番
号
を
記
入
し
て
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
（
市
内
高
校
・

中
学
生
は
学
校
よ
り
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
）

※
内
容
等
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

笛
吹
卓
球
連
盟
レ
デ
ィ
ー
ス
部

☎
・
℻
0
5
5
（
2
6
2
）
5
3
5
3

望
月

☎
・
℻
0
5
5
3
（
4
7
）
5
3
3
1

�
天
野

昨年の実施風景

　
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
衣
類
、
雑
貨
、

贈
答
品
、
趣
味
の
手
作
り
品
な
ど
を
出

店
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
　
18
歳
以
上
の
方

※
プ
ロ
の
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
12
月
9
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ

い
文
化
館
（
和
室
・
創
作
活
動
室
・

調
理
実
習
室
・
会
議
室
）

▼
出
店
数
　
20
ブ
ー
ス
（
先
着
順
）

※
ブ
ー
ス
枠
は
、
1
ブ
ー
ス
（
約
2.0
m

×
1.8
m
）
ま
た
は
1
テ
ー
ブ
ル
で
す
。

▼
出
店
料
　
5
0
0
円
（
ブ
ー
ス
の
場

所
は
当
文
化
館
で
決
定
し
ま
す
）

▼
申
込
締
切
　
11
月
30
日
（
金
）

▼
申
込
方
法
　
事
務
室
窓
口
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
い
ち
の
み
や
桃

の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
6
0
6
6

　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る

市
民
活
動
の
必
要
性
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
N
P
O
、
行
政
が
協
働
で
行
う
地

域
の
課
題
解
決
に
つ
い
て
、
先
進
的
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
実
践
者
の
事

例
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
対
象
　
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
グ
ル
ー
プ
な
ど
市

内
で
活
動
す
る
団
体
や
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
興
味
を
お
持
ち
の
市
民

▼
日
時
　
12
月
8
日
（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

▼
場
所
　
御
坂
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
�

多
目
的
ホ
ー
ル

▼
講
師
　
枝
見
太
朗
氏
（
財
団
法
人
富

士
福
祉
事
業
団
・
理
事
長
）

▼
先
進
事
例
紹
介
　
窪
田
真
弓
氏
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
富
士
川
・
夢
・
未
来
）

▼
個
別
相
談
会
（
希
望
者
の
み
・
団
体

の
法
人
化
、
運
営
、
会
計
等
活
動
に

関
す
る
こ
と
全
般
に
つ
い
て
）

▼
申
込
締
切
　
12
月
5
日
（
水
）

▼
申
込
方
法
　
市
民
活
動
支
援
課
ま
た

は
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
、
電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
（
個

別
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
申
し
込

み
の
際
に
相
談
内
容
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
）

▼
主
催
　
市
・
市
社
会
福
祉
協
議
会

▼
共
催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
山
梨
県
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
協
会

■
申
込
・
問
合
せ
先

・
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
活
動
支
援

担
当
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
3
8

　
℻
0
5
5
（
2
6
2
）
7
6
4
6

E
メ
ー
ル
　s

h
im

in
k

a
ts

u
d

o
h

@

c
ity

.fu
e

fu
k

i.lg
.jp

・
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
地
域
福
祉
課

☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
1
8
2

℻
0
5
5
（
2
6
5
）
5
1
8
3

▼
対
象
　
小
学
校
3
年

生
以
上
の
市
民

※
大
人
も
可

▼
日
時
　
平
成
25
年
1

月
5
日
（
土
）

　
受
付
　
午
前
8
時
45
分
か
ら

▼
場
所
　
カ
ム
イ
御
坂
ス
キ
ー
場

▼
定
員

○
ス
キ
ー
　
40
人
（
先
着
順
）

○
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費

○
小
学
生
　
1
8
0
0
円

○
大
人
　
　
2
5
0
0
円

※
レ
ン
タ
ル
代
が
別
途
か
か
り
ま
す
。

▼
申
込
期
間
　
11
月
20
日
（
火
）
〜
12
月

10
日
（
月
）
（
平
日
、
午
前
9
時
〜
午

後
5
時
）

▼
申
込
方
法
　
生
涯
学
習
課
に
備
え
て

い
る
申
請
書
で
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
申
し
込
み
時
に
参
加
料
・
レ
ン
タ
ル

代
を
徴
収
し
ま
す
。

▼
共
催
　
市
ス
キ
ー
連
盟
・
ス
ノ
ー
ボ

ー
ド
協
会

■
申
込
・
問
合
せ
先

生
涯
学
習
課
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
8

　森林環境税を財源として、県では今年度か
ら、森林の公益的機能の維持・増進を図る事
業を新たに実施します。この事業では、所有
者が費用負担すること無く森林の手入れがで
きます。
　事業内容　○木が込み合った不健全なスギ・

ヒノキ・アカマツ・カラマツなどの人工林
での間伐　○集落に近い所にあるヤブ化し
た里山での伐り払い整理　○植えたけれど
木が育たない所や植栽できずに困っている
山林での広葉樹の植え付けとその後の育林
作業

　事業実施に伴い生じる制約　事業により20
から30年間は、森林以外に転用したり、木
を一度に全部伐ることができなくなります。
このため、所有者、事業者(森林組合等)、
県の三者で協定を結ぶことになります。

　ご注意　条件によっては事業が実施できな
い場所がありますので、詳しくは、お問い
合わせください。

■問合せ先
市農林振興課　☎055（262）4111
中央森林組合　☎055（232）0581
峡東森林組合　☎0553（33）2901
峡東林務環境事務所　☎0553（20）2722



　
徴
墨
会
同
人
で
毎
日
書
道
展
毎
日
賞

受
賞
の
書
道
家
・
福
田
透
雲
氏
に
よ
る

書
道
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
7
日
（
水
）
・
21
日
（
水
）・

12
月
5
日
（
水
）
・
19
日
（
水
）
・
平
成

25
年
1
月
16
日
（
水
）
・
30
日
（
水
）・

2
月
6
日
（
水
）
・
20
日
（
水
）
・
3
月

6
日
（
水
）
・
27
日
（
水
）

※
時
間
は
午
後
1
時
か
ら
4
時
ま
で
（
平

成
25
年
3
月
6
日
は
、
午
後
1
時
30

分
〜
4
時
30
分
）

▼
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ

い
文
化
館
　
創
作
活
動
室
・
和
室

▼
参
加
費
　
毎
月
　
2
0
0
0
円

▼
持
ち
物
　
習
字
道
具
・
習
字
紙

▼
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
事
務
所
窓

口
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
い
ち
の
み
や
桃

の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
6
0
6
6

　
韓
国
料
理
研
究
家
の
金
純
子
氏
に
よ

る
第
3
回
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
、
韓
国
の
正
月
料
理
の
教
室
で

す
。

▼
日
時
　
11
月
25
日
（
日
）

　
午
後
1
時
30
分
か
ら

▼
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ

い
文
化
館
　
調
理
実
習
室

▼
メ
ニ
ュ
ー
　
牛
肉
粥
、
牡
蠣
の
チ
ヂ

ミ
、
大
根
の
薄
切
り
キ
ム
チ

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
2
5
0
0
円
（
材
料
・
講

師
代
含
む
）

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
お

持
ち
帰
り
容
器

▼
申
込
締
切
　
11
月
15
日
（
木
）

▼
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
事
務
所
窓

口
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
い
ち
の
み
や
桃

の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
6
0
6
6

　
笛
吹
高
校
の
教
員
生
徒
に
よ
る
農
業

体
験
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

※
和
菓
子
作
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ

は
小
学
生
親
子
を
対
象
と
し
ま
す
。

▼
場
所
　
笛
吹
高
校
お
よ
び
付
属
農
場

▼
定
員
　
各
講
座
10
〜
15
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
講
座
内
容
で
異
な
り
ま
す
。

原
材
料
費
を
頂
き
ま
す
。

�
6
0
0
円
〜
2
1
0
0
円

▼
申
込
方
法
　
申
込
用
紙
・
詳
細
は
笛

吹
高
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
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■
申
込
・
問
合
せ
先

　
〒
4
0
6
│
0
0
3
1

　
笛
吹
市
石
和
町
市
部
3

�
笛
吹
高
校
農
業
体
験
講
座
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
2
1
3
5

　
℻
0
5
5
（
2
6
2
）
6
3
8
1

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
障
が
い
者
・
市

内
の
障
が
い
者
施
設
利
用
者

▼
日
時
　
11
月
30
日
（
金
）

　
午
後
1
時
〜
2
時
30
分

▼
場
所
　
八
代
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
多
目

的
ホ
ー
ル

▼
講
師
　
中
村
美
千
恵
氏

▼
内
容
　
軽
体
操
、
歌
、
手
遊
び
運
動

▼
定
員
　
40
人

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
締
切
　
11
月
22
日
（
木
）

▼
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
障
害
者
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ふ
え
ふ
き
」

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
7
7

　
℻
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
6
9

き
ぼ
く
か
い

ふ
く
だ
　

と
う
う
ん

「翔」と福田透雲氏

キ
ム
ス
ン
ジ
ャ

※
写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

期　日

和菓子作りに挑戦※

柿の収穫ところ柿づくり

クリスマスアレンジメント

ダイコンの収穫

そば打ち体験

クリスマスケーキ※

ウィンナーソーセージ作り

味噌造り

講座名

10月13日（土）

11月4日（日）

11月17日（土）

11月25日（日）

12月15日（土）

12月22日（土）

1月12日（土）

1月14日（月）

・19歳～39歳

・40歳～75歳の市国民健康保険加入者

・40歳～75歳の社会保険被扶養者

※「特定健診受診券」が必要です。

・県後期高齢者医療保険加入者

19歳以上

19歳以上の女性

20・25・30・35・40・45・50・55・60・65・
70歳の女性

50歳以上の男性

特定健診（健康診査）を受ける方で40

歳および過去に肝炎ウイルス検診を受

けたことのない41歳以上の方

※職場で検診機会のある方は、職場を優先してください。
※上記の検査項目を１つでも各地区集団健診の会場で受けた方や国

保人間ドックを受けた方は、この予備日の申し込みはできません。
※個別（医療機関）検診を受けた方は、同一検診の申し込みはでき

ません。

特定健診（健康診査）

胃がん検診

（胃部X線検査）

肝臓がん検診

（腹部超音波検査）

大腸がん検診

（便潜血検査）

肺がん結核検診

（胸部Ｘ線検査）

乳がん検診�

骨粗しょう症検診
�

前立腺がん検診

肝炎ウイルス検診

検診項目 対象者 　
本
年
度
中
、
各
地
区
集
団
健
診
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
方
を
対
象
に
、
集
団

健
診
予
備
日
を
実
施
し
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
、
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
お

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
12
月
17
日
（
月
）

　
午
前
8
時
30
分
〜
10
時
30
分

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
自
己
負
担
金
　
当
日
受
付
で
徴
収
し

ま
す
。
検
診
項
目
、
年
齢
に
よ
っ
て

金
額
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
乳
が

ん
検
診
と
大
腸
が
ん
検
診
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
を
お
持
ち
の
方
は
、
そ
の
検

診
の
自
己
負
担
金
が
無
料
に
な
り
ま

す
の
で
、
当
日
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

《
石
和
町
集
団
健
診
》

▼
日
時
　
11
月
12
日
（
月
）
〜
15
日
（
木
）

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

※
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
な
い
方
（
青

色
の
健
診
案
内
封
筒
が
な
い
方
）
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
成
人
保
健
担
当
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

▼
日
時
・
場
所

○
11
月
6
日
（
火
）
・
市
役
所
八
代
支
所

○
11
月
8
日
（
木
）
・
市
役
所
御
坂
支
所

※
い
ず
れ
も
時
間
は
午
前
9
時
30
分
〜

11
時
30
分
、
午
後
0
時
30
分
〜
3
時

30
分
で
す
。

▼
持
ち
物
　
献
血
カ
ー
ド
ま
た
は
、
本

人
確
認
の
で
き
る
物
（
運
転
免
許
証
、

各
種
保
険
証
な
ど
）

■
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
健
康
企
画
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

山
梨
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
お
知
ら
せ

　
甲
府
献
血
ル
ー
ム
（
愛
称
…
グ
レ
ー

プ
）
は
、
9
月
13
日
に
「
コ
コ
リ
2
階
」

に
移
転
し
ま
し
た
。

　
峡
東
地
域
の
病
院
13
施
設
に
よ
る
峡

東
地
域
看
護
職
就
職
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

▼
日
時
　
12
月
5
日
（
水
）

　
午
後
1
時
〜
3
時

▼
場
所
　
東
山
梨
合
同
庁
舎
（
峡
東
保

健
所
）
1
0
1
会
議
室
（
山
梨
市
下

井
尻
1
2
6
│
1
）

▼
内
容
　
医
療
機
関
ご
と
に
就
業
に
向

け
た
個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
峡
東
保
健
福
祉
事
務
所

　
（
峡
東
保
健
所
）
健
康
支
援
課

　
☎
0
5
5
3
（
2
0
）
2
7
5
3

　
平
成
24
年
度
笛
吹
市
戦
没
者
合
同
慰

霊
祭
を
実
施
し
ま
す
。

　
市
出
身
の
戦
没
者
並
び
に
戦
争
犠
牲

者
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
た
め
、
ご

遺
族
の
皆
さ
ん
と
多
数
の
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
参
列
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
参
列
者
の
服
装
に
つ
い
て
は
、
平
服

と
し
ま
す
。
参
列
す
る
に
あ
た
り
、
特

別
な
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
日
時
　
11
月
20
日
（
火
）

　
午
後
1
時
30
分
か
ら

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

■
問
合
せ
先

　
福
祉
総
務
課
　
福
祉
総
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
1



　
精
神
科
医
師
、
精
神
保
健
福
祉
相
談

員
、
保
健
師
が
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
に

応
じ
ま
す
。

▼
対
象
　
次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち

の
方
ま
た
は
家
族
の
方

○
夜
眠
れ
な
い
。
○
イ
ラ
イ
ラ
す
る
。

○
妊
娠
や
育
児
を
通
し
て
不
安
が
強
い
。

○
人
の
名
前
な
ど
を
し
ば
し
ば
思
い
出

せ
な
い
。

○
自
分
の
部
屋
に
閉
じ
こ
も
っ
て
し
ま

う
。

○
外
出
し
た
り
、
人
と
会
う
の
が
お
っ

く
う
に
な
っ
た
。

○
身
な
り
を
気
に
し
な
く
な
っ
た
。

○
今
ま
で
好
き
だ
っ
た
こ
と
へ
の
興
味

や
関
心
が
な
く
な
っ
た
。

○
以
前
よ
り
ひ
ど
く
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ

た
　
な
ど

▼
日
時
　
12
月
10
日
（
月
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

※
完
全
予
約
制
。
1
人
の
相
談
時
間
は

約
30
分
程
度
で
す
。

▼
場
所
　
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
担
当
医
　
根
本
直
幸
氏
（
あ
お
ぞ
ら

診
療
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

▼
申
込
方
法
　
予
約
制
で
す
。
12
月
6

日
（
木
）
ま
で
に
、
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
健
康
企
画
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　8月号からご紹介している、6カ月で体重－4kg・腹囲－5.7cmと大幅なメタボ改善に成
功したYさん（65歳・男性）の取り組みの第３回目です。今回はYさんが特定保健指導を受けて振り
返った生活の改善点と改善目標をお伝えします。

①果物の摂取について
Yさんの摂取内容　バナナ１本(100g･86kcal)・りんご1/4
個(50g･27kcal)・グレープフルーツ1/2個(100g･38kcal)・
桃１個(200g･80kcal)

⇒果物の摂り過ぎ
果物の1日の目安200gに対し、Yさんは合計450gで231kcal
摂取していた。

②嗜好品について
Yさんの摂取内容　午後の間食の
お菓子：団子（160kcal）+　晩酌：
瓶ビール1/2本（100kcal）

⇒嗜好品の摂り過ぎ
嗜好品の１日の目安200kcal以内
に対し、Yさんは260kcal摂取

Yさんの運動　ウォーキ
ング30分�週５～６回
⇒ウォーキングはできて
いるが、少し運動量が足
りない。１回のウォーキ
ン グ 消 費 カ ロ リ ー

（86kcal）

★運動の改善点

③食事バランスについて
○主菜の量（※主菜：肉・魚・卵・大豆製品などのメインのおかず）

Yさんの摂取内容　朝：なし　昼：シーチキン・麻婆豆腐　夜：さば

の味りん漬・酢だこ　　⇒バランスが悪い　主菜の量がやや多い
○油の摂取量　Yさんの摂取内容　朝：なし　昼：

サラダのマヨネーズ・麻婆豆腐　夜：山菜と椎茸
の天ぷら10個　⇒�油の摂取量が多い

○１日の摂取カロリー
Yさんの摂取内容　約2600kcal

⇒少し多い
　Yさんの１日に必要なエネルギーは2330kcal

　これらの改善点からYさんは、自分が無理なくできることを決めて目標を立て
ました！

★６カ月後の目標　体重�72.4kg�⇒�70.4kg　腹囲�85.7cm�⇒�83.7cm

　目標の体重・腹囲になるためのがんばる大作戦（改善するための行動目標）

①果物は1日に200gまで

②３時のおやつは食べ過ぎない

③ウォーキング30分を継続する 次回は、私が改善できた秘訣
とポイントをお伝えします。

■問合せ先　国民健康保険課　☎055（262）4111
Yさん

★食生活の改善点

　
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
は
、
市
民

の
健
康
増
進
や
周
辺
の
歴
史
、
自
然
に

親
し
む
た
め
「
第
6
回
笛
吹
市
民
ウ
ォ

ー
ク
in
み
さ
か
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
23
日
（
金
・
祝
日
）

受
付
　
午
前
８
時
45
分

開
催
　
午
前
9
時
15
分
〜
正
午
（
予
定
）

▼
集
合
場
所
　
み
さ
か
桃
源
郷
公
園
芝

生
広
場

▼
持
ち
物
　
飲
み
物
等

▼
申
込
締
切
　
11
月
21
日
（
水
）

　
（
平
日
、
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
8

　
女
性
の
場
合
、
運
動
不
足
に
よ
る
腹

筋
力
の
低
下
は
骨
盤
へ
の
負
担
が
大
き

く
、
ゆ
が
み
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
骨
盤
の
ゆ
が
み
が
あ
る
と
、
血
流
が

悪
く
な
り
、
下
半
身
が
太
り
、
便
秘
・

生
理
痛
・
冷
え
性
・
腰
痛
・
む
く
み
な

ど
女
性
特
有
の
症
状
が
現
れ
や
す
く
な

り
ま
す
。
予
防
の
為
に
も
、
骨
盤
体
操

を
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
　
40
歳
以
上
〜
60
歳
未
満
の
市

民
で
女
性
の
方

▼
日
時

○
1
月
11
日
（
金
）

　
午
前
9
時
30
分
〜
11
時

○
1
月
24
日
（
木
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

○
2
月
8
日
（
金
）

　
午
前
9
時
30
分
〜
11
時

○
2
月
22
日
（
金
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

○
3
月
1
日
（
金
）

　
午
前
9
時
30
分
〜
11
時

※
5
回
コ
ー
ス
で
す
。

▼
場
所
　
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
　
半
田
美
恵
子
社
会
体
育
指
導

員
（
生
涯
学
習
課
）

▼
内
容
　
自
宅
で
で
き
る
骨
盤
底
筋
体

操
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
健
康
講

話
、
体
重
・
体
脂
肪
測
定

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
・
服
装
　
飲
み
物
（
お
茶
な

ど
）
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
運
動
が
で
き

る
服
装

▼
申
込
期
間

　
11
月
1
日
（
木
）
〜
22
日
（
木
）

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
後
日
、
詳
し
い
通
知
を
し

ま
す
。

※
7
月
か
ら
9
月
に
開
催
し
た
骨
盤
体

操
教
室
Ⅰ
と
の
重
複
受
講
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
成
人
保
健
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

【作り方】
①� きゅうりは皮をむき、縦半分に切り種を除いた後、な

なめに一口大に切る。
②� にんじん、水で戻した干ししいたけ、きくらげはせん

切りにする。
③��①と②を油で炒め、鶏がらスープを入れる。
④� 煮立ったら、鶏ひき肉をほぐしながら入れ、塩・こし

ょう・しょうが汁を入れて、味を整える。
⑤� 全てに火が通ったら、水溶き片栗粉を加え、とろみを

つける。
⑥�最後にごま油で風味をつけて出来上がり。

■問合せ先　健康づくり課�健康企画担当�☎055（261）1901

副菜１つ

材　料（4人分）
育ちすぎた大きなきゅうり…2本
（普通サイズなら4～5本）
にんじん……………………1／2本
干ししいたけ………………4枚
きくらげ……………………5ｇ

鶏ひき肉………200ｇ
鶏がらスープ…400ml
塩・こしょう…少々
しょうが汁……少々
片栗粉…………大さじ3
ごま油…………少々

笛吹市の食材
きゅうり



明るいバーデゾーン（多目的温泉）で
クアロビクスをする参加者

講
座
名
「
産
後
マ
マ
の
骨
盤
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
コ
ー
ス
Ⅱ
」

　
育
児
で
疲
れ
た
心
と
体
を
温
泉
と
体

操
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。
妊

娠
で
増
え
た
体
重
や
体
脂
肪
率
を
減
ら

し
た
い
、
育
児
に
よ
る
腰
痛
・
肩
こ
り
・

疲
労
な
ど
を
体
操
と
温
泉
で
解
消
し
た

い
、
骨
盤
底
筋
群
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や

骨
盤
の
ケ
ア
を
し
た
い
人
に
最
適
な
講

座
で
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
で
出
産
後
6
カ
月

を
経
過
し
て
い
る
方

▼
日
時
　
1
月
21
日
（
月
）
、
2
月
4
日

（
月
）
・
18
日
（
月
）
、
3
月
4
日
（
月
）
・

18
日
（
月
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

▼
場
所
　
な
ご
み
の
湯

▼
内
容
　
「
骨
盤
底
筋
体
操
、
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
」
「
温
泉
の
入
り
方
」
「
妊

娠
で
増
え
た
体
重
を
減
ら
そ
う
」
「
乳

が
ん
、
子
宮
が
ん
、
骨
粗
し
ょ
う
症

に
つ
い
て
」
「
心
の
健
康
づ
く
り
に

つ
い
て
」
「
タ
バ
コ
の
害
か
ら
子
ど

も
を
ま
も
ろ
う
」

※
託
児
が
あ
り
ま
す
。
（
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
）
ま
た
、
講
座
終

了
後
は
な
ご
み
の
湯
で
の
入
浴
が
で

き
ま
す
。

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
1
0
0
0
円

講
座
名
「
ク
ア
ロ
ビ
ク
ス
コ
ー
ス
Ⅱ
」

　
厚
生
労
働
大
臣
認
定
健
康
増
進
施
設

ク
ア
ハ
ウ
ス
石
和
の
バ
ー
デ
ゾ
ー
ン
を

利
用
し
た
水
中
運
動
（
ク
ア
ロ
ビ
ク
ス
）

と
15
種
類
の
浴
槽
を
楽
し
め
る
コ
ー
ス

で
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
を
解
消

し
た
い
、
膝
や
腰
に
負
担
を
か
け
ず
に

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
し
た
い
方
な
ど
に
お

す
す
め
し
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
で
20
歳
以
上
〜
65

歳
未
満
の
方

※
医
師
に
運
動
や
温
泉
入
浴
を
禁
止
さ

れ
て
い
る
方
は
参
加
を
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

▼
日
時
　
1
月
18
日
（
金
）
・
28
日
（
月
）
、

2
月
12
日
（
火
）
・
25
日
（
月
）
、
3
月

12
日
（
火
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分

※
講
座
前
後
〔
1
月
10
日
（
木
）
と
3
月

15
日
（
金
）
〕
に
血
液
検
査
を
実
施
し

ま
す
。

▼
場
所
　
ク
ア
ハ
ウ
ス
石
和

▼
内
容
　
「
血
液
検
査
（
希
望
者
に
脂

質
異
常
症
と
糖
尿
病
の
検
査
を
し
ま

す
）
」
「
心
と
か
ら
だ
を
元
気
に
す
る

温
泉
活
用
術
」
「
体
力
測
定
、
ク
ア

ロ
ビ
ク
ス
」
「
『
食
習
慣
』
ち
ょ
っ
と

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
」
「
あ
な
た

は
大
丈
夫
!?
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
」

「
メ
タ
ボ
対
策
に
効
果
的
な
ク
ア
ロ

ビ
ク
ス
運
動
」

※
講
座
の
期
間
中
使
え
る
、
ク
ア
ハ
ウ

ス
バ
ー
デ
ゾ
ー
ン
（
多
目
的
温
泉
）

利
用
券
と
市
営
温
泉
（
な
ご
み
の
湯
、

み
さ
か
の
湯
、
も
も
の
里
温
泉
）
利

用
券
を
発
行
し
ま
す
。

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
5
0
0
0
円

▼
申
込
締
切
　
11
月
30
日
（
金
）

※
申
し
込
み
は
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
、
受
講
を
希
望
す
る
講
座
名
・

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
日
中
の

連
絡
先
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
申
し

込
み
後
、
詳
し
い
内
容
を
通
知
し
ま

す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
健
康
づ
く
り
課

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

℻
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
2

　
栄
養
士
に
よ
る
幼
児
食
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
お
子
さ
ん
が
食
べ
や
す
い
調

理
の
工
夫
や
、
好
き
嫌
い
解
消
メ
ニ
ュ

ー
を
作
り
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
1
歳
6
カ
月
〜

2
歳
児
の
保
護
者

▼
日
時
　
11
月
30
日
（
金
）

受
付
�

午
前
9
時
30
分
〜
9
時
40
分

開
催
　
午
前
9
時
45
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　
簡
単
調
理
・
試
食
（
保
護
者

の
み
）

▼
定
員
　
20
組
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物

　
保
護
者
用
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
（
お

子
さ
ん
の
持
ち
物
に
は
、
名
前
を
つ

け
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

▼
申
込
方
法

　
　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
託
児
希
望
の
方
は
お
申
し
込

み
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

健
康
づ
く
り
課
　
母
子
保
健
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　
講
師
の
池
上
さ
ん
は
、
長
年
サ
ッ
カ

ー
を
通
じ
た
青
少
年
の
健
全
育
成
に
携

わ
り
、
自
ら
立
ち
上
げ
た
N
P
O
法
人

の
代
表
と
し
て
、
ま
た
、
京
都
サ
ン
ガ

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
ダ
イ
レ
ク

タ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
傍
ら
、
子
育
て

本
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
サ
ッ
カ
ー
で
子

ど
も
を
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
ば
す
11
の
魔
法
』

等
の
著
作
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
ど
な
た
で

も
ご
参
加
で
き
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
23
日
（
金
・
祝
）

　
午
後
7
時
30
分
〜
9
時

▼
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ

い
文
化
館

▼
講
師
　
池
上
正
氏
（
N
P
O
法
人
I

・

K
・
O
市
原
ア
カ
デ
ミ
ー
代
表
）

▼
主
催
　
青
少
年
育
成
推
進
協
議
会

■
問
合
せ
先

生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
9

　
就
学
前
の
お
子
さ
ん
を
子
育
て
中
の

母
親
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

第
1
回
「
親
学
セ
ミ
ナ
ー
」
〜
親
が

変
わ
れ
ば
子
ど
も
も
変
わ
る
〜

　
親
と
は
何
か
、
親
に
求
め
ら
れ
る
も

の
は
何
か
な
ど
、
親
と
し
て
大
切
な
こ

と
を
お
伝
え
し
ま
す
。
マ
マ
友
と
一
緒

に
「
親
学
」
を
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
　
11
月
29
日
（
木
）

　
受
付
　
午
前
10
時
15
分
か
ら

　
開
催
　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
講
師
　
神
宮
司
忍
氏
（
親
学
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
、
保
育
園
O
l
i
v
e
園
長
）

第
2
回
「
ク
レ
イ
ア
ー
ト
講
座
」

　
樹
脂
粘
土
（
ク
レ
イ
）
を
使
っ
て
素

敵
な
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。

▼
日
時
　
12
月
7
日
（
金
）

　
受
付
　
午
前
10
時
15
分
か
ら

　
開
催
　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
講
師
　
吉
原
ゆ
か
り
氏

（
ク
レ
イ
ア
ー
ト
ス
タ

ジ
オ
キ
ャ
ラ
メ
ル
代
表
）

▼
場
所
　
一
宮
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階

▼
定
員
　
各
20
人

※
託
児
あ
り
（
各
先
着
12
人
）
要
予
約
、

有
料
で
す
。

○
参
加
費
　
各
5
0
0
円
（
第
２
回
の

み
、
別
途
材
料
費
が
3
0
0
円
か
か

り
ま
す
）

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
　
き
っ
ず
い
ち
の
み
や

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
1
3
4
5

　
ふ
た
ご
・
み
つ
ご
の
お
友
達
と
マ
マ
、

み
つ
ご
を
子
育
て
中
の
ス
タ
ッ
フ
と
一

緒
に
遊
び
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
　
ふ
た
ご
・
み
つ
ご
の
親
子

▼
日
時
　
11
月
9
日
（
金
）

受
付
　
午
前
10
時
15
分
か
ら

開
催
　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
き
っ

ず
い
ち
の
み
や

▼
内
容

　
紙
粘
土
で
手
型
を
と
ろ
う
、
親
子
ふ

れ
あ
い
あ
そ
び
、
マ
マ
の
お
し
ゃ
べ

り
タ
イ
ム

▼
参
加
費
　
一
家
庭
　
2
0
0
円

▼
持
ち
物
　
お
子
さ
ま
の
身
の
回
り
品

と
飲
み
物

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
　
き
っ
ず
い
ち
の
み
や

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
1
3
4
5

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
未
就
学
児
親
子

　
（
託
児
付
）

▼
日
時
　
11
月
6
日
（
火
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
八
代
総
合
会
館

　
集
団
指
導
室

▼
定
員
　
15
組
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
5
0
0
円

▼
持
ち
物
　
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
　
　
　
　

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
「
き
っ
ず
や
つ
し
ろ
」

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
2
5
2

■申込・問合せ先
　春日居児童センター
　☎�0553(26)2866

　お子さんとリズムにのって体操

をして遊びましょう。

　対象

1歳6カ月～3歳未満の乳幼児とそ

の保護者

　日時　12月5日（水）

午前10時30分～11時30分

　場所

春日居児童センター

　講師

河野水伽氏（子供身体運動発達

指導士）

　定員

親子15組（先着順）

　持ち物

バスタオル・水分補給用の飲み物

　申込方法

事前に電話でお申し込みください。

こうの み�か



　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
所
得
税
お

よ
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

そ
の
年
の
1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対
象
で
す
。

　
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た

め
に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る

書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
24
年
1
月
1
日
か

ら
9
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
ま
た
は
領
収
証
書
を
年

末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
証
明
書
は
本

年
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か

ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
10
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、

翌
年
の
2
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人
の
社

会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た

控
除
証
明
書
を
添
付
の
上
、
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
平
成

24
年
11
月
1
日
〜
平
成
25
年
3
月
15
日
）

☎
0
5
7
0
（
0
7
0
）
1
1
7

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

・
0
5
0
ま
た
は
0
7
0
か
ら
始
ま
る

電
話
で
か
け
る
場
合

☎
0
3
（
6
7
0
0
）
1
1
3
0

※
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
一
般
の
固
定
電

話
か
ら
か
け
る
場
合
は
全
国
ど
こ
か

ら
で
も
市
内
通
話
料
で
利
用
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
一
般
の
固
定
電
話
以

外
（
携
帯
電
話
等
）
か
ら
か
け
る
場
合

は
通
常
の
通
話
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

※
☎
0
3
（
6
7
0
0
）
1
1
3
0
に
か

け
る
場
合
は
、
通
常
の
通
話
料
金
が

か
か
り
ま
す
。

受
付
時
間

○
月
曜
日

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

○
火
〜
金
曜
日

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

○
第
2
土
曜
日

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
火
曜
日

に
午
後
7
時
ま
で
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
。
（
祝
日
、
12
月
29
日
〜
1
月
3

日
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
）

　
山
梨
税
務
署
で
は
、
所
得
税
の
青
色

申
告
決
算
書
の
作
成
や
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
な
ど
に
つ
い
て
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
12
月
4
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
3

時
※
午
前
と
午
後
の
説
明
内
容
は
同
じ
で

す
。

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
2
階
　

　
資
料
展
示
室

▼
説
明
内
容

○
所
得
税
の
青
色
申
告
決
算
書
の
作
成

お
よ
び
青
色
申
告
特
別
控
除
の
適
用

要
件
（
貸
借
対
照
表
の
説
明
を
含
む
）

○
消
費
税
等
の
届
出
に
関
す
る
手
続
き
、

課
税
売
上
高
の
判
定
、
課
税
売
上
げ

の
区
分
整
理
の
方
法
お
よ
び
申
告
書

の
書
き
方

○
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（
e
�

―
T
a
x
）
の
概
要
お
よ
び
利
用
開

始
に
当
た
っ
て
の
手
続
き

消
費
税
の
届
出
は
お
済
み
で
す
か
?

▼
課
税
事
業
者
の
方
へ

　
個
人
事
業
者
の
方
で
、
新
た
に
課

税
事
業
者
（
消
費
税
の
申
告
・
納
付

が
必
要
な
方
）
と
な
る
場
合
に
は
、

納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
に
「
消
費

税
課
税
事
業
者
届
出
書
」
の
提
出
が

必
要
で
す
。

課
税
事
業
者
と
は
?

　
基
準
期
間
（
※
）
に
お
け
る
課
税
売

上
高
が
1
0
0
0
万
円
を
超
え
る
方
が

該
当
し
ま
す
。

※
基
準
期
間
と
は
、
個
人
事
業
者
の
場

合
、
そ
の
年
の
前
々
年
を
い
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
平
成
22
年
分
の
課
税

売
上
高
が
1
0
0
0
万
円
を
超
え
て

い
る
方
は
、
平
成
24
年
分
の
消
費
税

の
課
税
事
業
者
に
該
当
し
ま
す
。

▼
簡
易
課
税
制
度
に
つ
い
て

　
基
準
期
間
に
お
け
る
課
税
売
上
高

が
、
5
0
0
0
万
円
以
下
の
方
は
、

簡
易
課
税
制
度
を
選
択
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
25
年
分
か
ら
簡
易
課

税
制
度
を
適
用
し
て
申
告
す
る
個
人

事
業
者
の
方
は
、
平
成
24
年
12
月
31

日
ま
で
に
「
消
費
税
簡
易
課
税
制
度

選
択
届
出
書
」
を
納
税
地
の
所
轄
税

務
署
長
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

※
簡
易
課
税
制
度
の
ほ
か
、
消
費
税
の

仕
組
み
や
手
続
き
な
ど
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
山
梨
税
務
署

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
山
梨
税
務
署
　
個
人
課
税
第
1
部
門

　
☎
0
5
5
3
（
2
2
）
1
4
1
1

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
「
ね
ん
き

ん
定
期
便
」
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
の
相

談
も
引
き
続
き
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
ま
だ
お
手
元
に
「
ね
ん
き
ん
特
別

便
」
が
あ
る
方
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
・
場
所

○
11
月
21
日
（
水
）

　
市
役
所
本
庁
3
階
　
会
議
室

○
12
月
19
日
（
水
）
　
一
宮
支
所

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
9
時
〜
正
午
、

午
後
1
時
〜
4
時

▼
持
ち
物
　
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
年
金

手
帳
な
ど

※
そ
の
他
、
参
考
に
な
り
そ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
国
民
健
康
保
険
課
　
高
齢
者
医
療
・

年
金
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

・
甲
府
年
金
事
務
所

　
☎
0
5
5
（
2
5
2
）
1
4
3
1

　
給
与
の
支
払
者
を
対
象
に
、
平
成
24

年
分
年
末
調
整
の
仕
方
お
よ
び
法
定
調

書
・
給
与
支
払
報
告
書
の
作
成
に
つ
い

て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
19
日
（
月
）

　
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

■
問
合
せ
先

・
年
末
調
整
の
仕
方
お
よ
び
源
泉
所
得

税
関
係
に
つ
い
て

山
梨
税
務
署
法
人
課
税
第
1
部
門
　

源
泉
所
得
税
担
当

☎
0
5
5
3
（
2
2
）
1
4
1
1

・
法
定
調
書
の
作
成
と
提
出
に
つ
い
て

山
梨
税
務
署
管
理
運
営
部
門
　
資
料

情
報
担
当

　
☎
0
5
5
3
（
2
2
）
1
4
1
1

・
給
与
支
払
報
告
書
の
作
成
と
提
出
お

よ
び
住
民
税
に
つ
い
て

　
市
税
務
課
　
市
民
税
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
市
税
な
ど
の
口
座
振
替
手
続
き
が
キ

ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で
も
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
を
紹
介
し
ま
す
。

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
市
役
所
窓
口

で
提
示
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
簡
単
に

手
続
き
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
ま
で
ど
お
り
の
口
座
振
替

依
頼
書
に
よ
る
申
し
込
み
も
、
引
き
続

き
行
い
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
市
税

○
市
県
民
税
　
　
○
固
定
資
産
税

○
軽
自
動
車
税
　
○
国
民
健
康
保
険
税

▼
対
象
金
融
機
関

○
山
梨
中
央
銀
行

○
甲
府
信
用
金
庫

○
山
梨
信
用
金
庫

○
山
梨
県
民
信
用
組
合

○
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

▼
受
付
時
間
・
場
所

○
受
付
時
間
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

○
場
所
　
市
役
所
本
庁
　
収
税
課
ま
た

は
国
民
健
康
保
険
課

▼
申
込
方
法
　
い
ず
れ
か
の
対
象
金
融

機
関
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
（
普
通

口
座
・
総
合
口
座
）
を
、
市
役
所
収

税
課
ま
た
は
国
民
健
康
保
険
課
窓
口

ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
手
続
き
に

は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
ほ
か
、

お
客
様
に
よ
る
暗
証
番
号
の
入
力
が

必
要
で
す
。
（
職
員
が
暗
証
番
号
を

お
聞
き
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・
ロ
ー
ン
カ
ー

ド
・
貯
蓄
預
金
カ
ー
ド
で
の
登
録
は

で
き
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先
　
収
税
課
　
管
理
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
東
京
地
方
税
理
士
会
甲
府
支
部
所
属

の
税
理
士
に
よ
る
「
税
の
無
料
相
談
会
」

を
実
施
し
ま
す
。
税
理
士
２
名
が
皆
さ

ん
の
相
談
に
お
答
え
し
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
14
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
所
　
イ
オ
ン
石
和
店
1
階

※
参
考
に
な
る
書
類
等
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
事
前
予

約
は
不
要
で
す
。

■
問
合
せ
先

・
山
梨
税
務
署
　
総
務
課

　
☎
0
5
5
3
（
2
2
）
1
4
1
1

・
東
京
地
方
税
理
士
会
甲
府
支
部

　
☎
0
5
5
（
2
3
3
）
1
3
1
8

　
就
農
、
営
農
に
関
す
る
相
談
、
質
問

に
個
別
に
対
応
し
ま
す
。
（
就
農
支
援

関
連
制
度
の
紹
介
、
農
地
確
保
の
相
談
、

栽
培
技
術
の
相
談
等
）

▼
対
象
　
市
に
就
農
を
予
定
、
ま
た
は

希
望
し
て
い
る
方
（
農
家
後
継
者
、

新
規
参
入
者
、
企
業
・
法
人
等
）

▼
日
時
　
12
月
2
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
市
役
所
本
庁
3
階
　
第
1
会

議
室

▼
申
込
締
切
　
11
月
26
日
（
月
）

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
峡
東
農
務
事
務

所
（
峡
東
地
域
普
及
セ
ン
タ
ー
）
農

業
農
村
支
援
課
　
担
い
手
育
成
担
当

　
☎
0
5
5
3
（
2
0
）
2
7
0
7



　
農
業
者
支
援
の
一
環
で
、
次
の
機
械

等
を
共
同
購
入
す
る
場
合
、
市
か
ら
補

助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
　
5
人
（
5
経
営
体
）
以
上
の

農
業
者

▼
内
容
　

○
剪
定
枝
粉
砕
機
（
チ
ッ
パ
ー
）

○
炭
焼
き
小
屋

○
E
M
活
性
液
製
造
装
置

▼
補
助
金
額
　
1
／
2
（
最
大
50
万
円
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
農
林
振
興
課
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

▼
斡
旋
図
書

○
農
業
日
誌
　
　
　
　
　
1
2
0
0
円

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌
　
　
1
2
0
0
円

○
新
農
家
暦
　
　
　
　
　
　
4
0
0
円

▼
申
込
締
切
　
12
月
５
日
（
水
）

　
午
後
５
時
ま
で

※
申
込
方
法
は
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
申
込
締
切
以
後
は
個
人
に
て
購
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
農
林
振
興
課
　
農
林
経
営
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

�
ま
た
は
各
支
所

　
地
球
温
暖
化
や
局
地
的
な
異
常
気
象

に
よ
る
集
中
豪
雨
、
台
風
の
大
型
化
、

害
虫
の
生
息
域
の
変
化
な
ど
、
災
害
発

生
の
リ
ス
ク
は
年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
果
樹
共
済
は
災
害
に
よ
る
果
実
（
ぶ

ど
う
・
桃
・
す
も
も
・
柿
等
）
の
減
収

を
補
て
ん
す
る
保
険
で
す
。

　
今
年
6
月
19
日
の
台
風
4
号
で
は
、

境
川
地
区
を
中
心
に
桃
・
す
も
も
等
で

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
約
半
数
の

方
が
果
樹
共
済
に
加
入
し
て
い
た
の
で

減
収
が
補
て
ん
さ
れ
ま
す
。

▼
果
樹
共
済
の
特
徴

○
掛
金
の
半
額
を
国
が
負
担
し
て
い
ま

す
。

○
市
（
1
0
0
0
円
／
10
a
）
お
よ
び

Ｊ
Ａ
か
ら
掛
金
の
助
成
が
あ
り
ま
す
。

○
国
と
保
険
契
約
を
結
ん
で
い
ま
す
。

○
掛
金
の
無
事
戻
し
制
度
が
あ
り
ま
す
。

（
過
去
3
年
間
に
わ
た
っ
て
共
済
金
の

支
払
い
を
受
け
な
か
っ
た
場
合
、
3

年
間
の
農
家
負
担
金
の
3
分
の
1
が

戻
る
仕
組
み
で
す
。
※
大
災
害
が
発

生
し
た
場
合
無
事
戻
し
金
が
支
払
い

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

○
掛
金
は
、
全
額
必
要
経
費
と
し
て
控

除
さ
れ
ま
す
。
な
お
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
山
梨
中
央

　
☎
0
5
5
（
2
6
6
）
4
4
1
1

　
平
素
よ
り
、
女
性
の
日
常
で
起
こ
る

様
々
な
人
権
問
題
に
、
気
軽
に
相
談
で

き
る
電
話
専
用
の
相
談
窓
口
「
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
が
開
設
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
度
、
相
談
窓
口
の
時
間

延
長
お
よ
び
土
・
日
曜
日
に
開
設
を
行

う
強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

▼
相
談
電
話
番
号

�
☎
0
5
7
0
（
0
7
0
）
8
1
0

▼
日
時

　
11
月
12
日
（
月
）
〜
18
日
（
日
）

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

※
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

▼
相
談
担
当
者
　
甲
府
地
方
法
務
局
職

員
、
人
権
擁
護
委
員

▼
実
施
機
関
　
甲
府
地
方
法
務
局
、
山

梨
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

■
問
合
せ
先

　
甲
府
地
方
法
務
局
　
人
権
擁
護
課

　
☎
0
5
5
（
2
5
2
）
7
2
3
9

▼
日
時
・
場
所

○
11
月
2
日
（
金
）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

春
日
居
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

○
11
月
18
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

（
両
日
受
付
は
4
時
ま
で
）

※
初
回
の
相
談
に
は
、
予
約
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

※
継
続
し
た
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、

結
婚
相
談
所
へ
の
登
録
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
登
録
に
は
印
鑑
・
Ｌ
版
写

真
2
枚
・
独
身
証
明
書
・
身
分
証
明

書
の
写
し
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
他
市
町
主
催
の
出
会
い
パ
ー
テ
ィ
ー

情
報
を
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支

援
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

・
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支
援
サ
イ

ト
『
よ
っ
ち
ゃ
ば
る
ネ
ッ
ト
』

h
ttp

s
:/

/
o

p
e

n
c
ity

.jp
/

fu
e

fu
k

i/

・
携
帯
サ
イ
ト

h
ttp

s
:/

/
o

p
e

n
c

ity
.jp

/
fu

e
fu

k
i

/
m

o
b

ile
/

m
o

b
ile

.js
p

※
市
結
婚
相
談
員
は
、
電
話
で
相
談
所

登
録
者
以
外
の
方
に
結
婚
適
齢
者
の

情
報
を
聞
き
だ
す
こ
と
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
市
結
婚
相
談

員
を
装
う
電
話
が
あ
っ
て
も
、
情
報

を
提
供
し
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課

　
市
民
活
動
支
援
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　　
本
年
11
月
25
日
（
日
）
か
ら
12
月
1
日

（
土
）
は
「
犯
罪
被
害
者
週
間
」
で
す
。

犯
罪
被
害
者
等
が
置
か
れ
て
い
る
状
況

や
名
誉
ま
た
は
生
活
の
平
穏
へ
の
配
慮

の
重
要
性
等
に
つ
い
て
、
国
民
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
警
察
で
は
各
種
相
談
窓
口
を
設
け
、

被
害
者
ま
た
は
、
家
族
や
友
人
の
方
か

ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

▼
警
察
総
合
相
談
室
　
＃
9
1
1
0

　
ま
た
は

　
☎
0
5
5
（
2
3
3
）
9
1
1
0

▼
性
犯
罪
相
談

　
☎
0
5
5
（
2
2
4
）
5
1
1
0

▼
児
童
・
青
少
年
相
談

　
☎
0
5
5
（
2
3
5
）
4
4
4
4

（
月
〜
金
曜
日
、
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
）

▼
各
警
察
署
安
全
相
談

　
県
下
12
警
察
署

■
問
合
せ
先
　
笛
吹
警
察
署
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
0
1
1
0

〜
犯
罪
被
害
者
支
援
講
演
会
〜

　
こ
の
週
間
中
、
息
子
の
交
通
事
故
を

き
っ
か
け
に
「
危
険
運
転
致
死
傷
罪
」

の
成
立
に
尽
力
し
た
鈴
木
共
子
さ
ん
（
い

の
ち
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
代
表
理
事
）
を

講
師
に
む
か
え
、
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

　
被
害
者
や
そ
の
家
族
が
抱
え
る
問
題

が
身
近
な
問
題
で
あ
る
こ
と
や
、
支
援

の
大
切
さ
を
知
る
こ
と
な
ど
、
被
害
者

等
に
対
す
る
理
解
・
関
心
を
高
め
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
28
日
（
水
）

　
午
後
1
時
30
分
か
ら

▼
場
所
　
新
山
梨
県
立
図
書
館
　
多
目

的
ホ
ー
ル
（
甲
府
市
北
口
2
│
8
│
1
）

■
問
合
せ
先

　
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
し

　
☎
0
5
5
（
2
2
8
）
8
6
3
9

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
消
費
者
金
融
な
ど
複

数
の
金
融
業
者
か
ら
の
借
金
で
悩
ん
で

い
る
方
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
11
月
21
日
（
水
）

　
受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所

　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
2
階
　
実
習
室

▼
相
談
時
間
　
1
人
　
30
分
以
内

▼
相
談
員
　
網
倉
義
久
氏
（
司
法
書
士
）

※
借
入
先
や
借
入
金
額
、
収
入
等
が
分

か
る
資
料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
11
月
9
日
（
金
）
か
ら
15
日
（
木
）
ま
で

の
一
週
間
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
市
民
の

方
々
に
火
災
予
防
の
意
識
を
高
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
尊
い
生
命
と
貴

重
な
財
産
を
火
災
か
ら
守
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

▼
重
点
的
に
推
進
す
る
項
目

○
住
宅
防
火
対
策

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
促
進

・
独
居
老
人
世
帯
等
に
対
す
る
訪
問
防

火
診
断

○
旅
館
、
ホ
テ
ル
等
の
防
火
管
理
体
制

の
充
実

・
自
衛
消
防
訓
練
の
促
進
と
実
施
指
導

・
避
難
施
設
・
消
防
用
設
備
等
の
維
持

管
理
の
徹
底

・
防
炎
品
の
使
用
徹
底

○
防
火
広
報
活
動

・
防
災
行
政
無
線
放
送
、
消
防
車
両
に

よ
る
広
報
並
び
に
大
型
物
品
販
売
店

舗
等
の
店
内
放
送

・
市
内
小
学
生
に
公
募
し
、
作
成
さ
れ

た
防
火
図
画
・
防
火
ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
、
配
布

・
防
火
啓
発
用
パ
ネ
ル
等
の
掲
示

○
車
両
（
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
等
）
火
災

等
予
防
対
策

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
お
済

み
で
す
か
？

　
『
住
宅
用
火
災
警
報
器
』
は
消
防
法

の
改
正
に
よ
り
、
昨
年
の
6
月
か
ら
す

べ
て
の
住
宅
に
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
火
災
の
煙
や
熱
な
ど
を
感
知

し
て
、
音
声
や
警
報
音
で
知
ら
せ
て
く

れ
る
の
で
、
火
災
の
早
期
発
見
に
大
変

有
効
で
す
。

《
火
災
予
防
に
努
め
、
火
災
の
な
い
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
し

ま
し
ょ
う
》

　
既
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ご
家
庭
で
は
、

い
ざ
と
い
う
時
に
き
ち
ん
と
警
報
器
が

作
動
す
る
よ
う
に
、
日
頃
の
維
持
管
理

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
市
消
防
本
部

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
1
1
9

（
平
成
24
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
）

　第64回人権週間の一環として、「人権
相談所」を開設します。人権問題に関す
る相談をお受けするとともに、人権侵犯
事件の被害者救済を図ります。
※相談は無料で、秘密は守ります。
　日時　12月４日（火）
　午前10時～午後３時
　場所　八代福祉センター２階
　多目的ホール

■問合せ先　市民活動支援課
　市民生活担当　☎055（262）4111



　
市
で
は
こ
れ
ま
で
の
資
源
消
費
型
社

会
か
ら
脱
却
し
、
限
ら
れ
た
資
源
を
有

効
利
用
し
つ
つ
、
循
環
型
社
会
の
構
築

を
推
進
す
る
た
め
に
、
平
成
19
年
11
月

に
「
笛
吹
市
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
主
要
な
施
設
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
生
ご
み
等
の
堆
肥
化

施
設
の
計
画
素
案
の
説
明
会
お
よ
び
公

聴
会
を
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
9
日
（
金
）

○
説
明
会
　
午
後
7
時

○
公
聴
会
　
午
後
8
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
図
書
館

視
聴
覚
ホ
ー
ル

▼
注
意
事
項
　
公
聴
会
に
つ
い
て
は
意

見
書
の
提
出
が
な
い
場
合
、
開
催
を

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
開
催
日

前
ま
で
に
、
必
ず
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
　
計
画
指
導
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
4

　
次
の
国
有
地
に
つ
い
て
、
一
般
競
争

入
札
を
行
い
ま
す
。

▼
所
在
地
　
春
日
居
町
小
松
字
道
徳
７

７
６
番
3
外
1
筆

▼
地
目
　
宅
地

▼
数
量
　
7
6
6
・
5
2
㎡

▼
入
札
実
地
日
　
11
月
28
日
（
水
）

■
問
合
せ
先
　
国
土
交
通
省

　
甲
府
河
川
国
道
事
務
所
　
経
理
課

　
☎
0
5
5
（
2
5
2
）
5
4
9
4

▼
県
民
の
日
記
念
行
事
「
交
流
広
場
」

○
日
時
　
11
月
10
日
（
土
）
〜
11
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
30
分

○
場
所
　
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

○
内
容
　
県
内
各
地
の
特
産
品
を
は
じ

め
、
多
数
の
展
示
や
体
験
、
相
談
コ

ー
ナ
ー
や
各
種
団
体
に
よ
る
活
動
内

容
の
発
表
の
場
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

▼
県
有
施
設
の
無
料
開
放

○
日
時
　
11
月
20
日
（
火
）

・
対
象
施
設
　
県
立
美
術
館
、
博
物
館
、

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど

▼
市
内
施
設
の
無
料
開
放

○
日
時
　
11
月
20
日
（
火
）

・
対
象
施
設
　
青
楓
美
術
館
・
釈
迦
堂

遺
跡
博
物
館

○
日
時
　
11
月
19
日
（
月
）

・
対
象
施
設
　
八
田
家
書
院

※
そ
の
他
の
市
町
村
で
も
無
料
開
放
施

設
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
施
設
に
よ

り
日
程
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
県
民
の
日
記
念
行
事
実

行
委
員
会
事
務
局

　
☎
0
5
5
（
2
2
3
）
1
3
5
0

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
う
宝
く

じ
の
収
益
金
の
一
部
を
財
源
と
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
助
成
金
を
受

け
、
御
坂
町
若
宮
区
の
野
外
放
送
設
備

が
新
調
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
宝
く
じ
は
役
立

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
経
営
企
画
課
　
経
営
政
策
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
11
月
25
日
は
工
事
の
た
め
、
日
曜
窓

口
業
務
を
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

移
転
部
署

▼
南
館
2
階
か
ら
春
日
居
支
所
2
階
へ

○
建
設
部

・
管
理
総
務
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
2

・
土
木
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
3

・
ま
ち
づ
く
り
整
備
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
4

※
建
設
部
へ
の
電
話
は
現
在
の
番
号
が

利
用
で
き
ま
す
。

な
お
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
は
、
０
５
５
３

（
2
6
）
6
0
5
4
に
変
わ
り
ま
す
。

▼
南
館
2
階
か
ら
南
館
4
階
へ

○
公
営
企
業
部

・
業
務
課
　
・
水
道
課
　
・
下
水
道
課

■
問
合
せ
先
　
管
財
課
　
管
理
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

※総合評価　☆協議随契

（金額は税抜き価格です）

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

下水道関連配水管布設替工事実施設計業務委託（石和地区）

国道411号線舗装本復旧工事

市道6020号線道路付替工事（2工区）

四日市場用水路改修工事

市道6033号線側溝改良工事（2工区）

石和第5保育所解体工事

笛吹市石和保健福祉センター改修建築本体工事

笛吹市石和保健福祉センター改修電気設備工事

笛吹市石和保健福祉センター改修機械設備工事

御坂・石和町地内配水管布設・布設替工事実施設計業務委託

春日居支所仮庁舎改修に伴うLAN及び電源工事

笛吹市役所南館LAN及び電源工事（明許）

緊急舗装修繕業務委託4

緊急維持修繕業務委託5

緊急維持修繕業務委託6

尾山農道改良工事

駅北口アクセス道路改良工事

送・配水管布設工事（境川2工区）

笛吹市役所分室建築本体工事

笛吹市役所南館立体駐車場建築本体工事

笛吹市役所分室電気設備工事

笛吹市役所分室機械設備工事

VDAライセンス使用契約

小型動力ポンプ付積載車購入（春日居第3部）

小型動力ポンプ付積載車購入（春日居第4部）

小型動力ポンプ付積載車購入（御坂第12部）

石地内水路測量設計業務委託

唐柏水源配水ポンプ設備更新工事

石和温泉駅北口配水管布設替工事（3工区）

松本地内配水管布設替工事

市道1-20号線舗装工事（御坂工区）

市道1-20号線舗装工事（一宮工区）

市道1-11・1526号線（旧石和558・559号線）道路改良工事

夏目原地内水路整備工事

石橋地内水路改修工事

市道2-7号線側溝新設整備工事（2～3工区）

徳条地内側溝改修工事

石和町

石和町市部

春日居町桑戸

石和町四日市場

春日居町桑戸

石和町松本

石和町市部

石和町市部

石和町市部

御坂町・石和町

春日居町寺本

石和町市部

御坂町・八代町・境川町・芦川町

石和町市部

一宮町・春日居町

御坂町・八代町・境川町・芦川町

御坂町尾山

石和町松本

石和町砂原

境川町

石和町砂原

石和町市部

石和町市部

石和町市部

石和町市部

市内小中学校

一宮町石

石和町唐柏

石和町松本

石和町松本

御坂町尾山

一宮町末木・北都塚

石和町小石和

御坂町夏目原

境川町石橋

春日居町小松

春日居町徳条

¥4,800,000

¥12,000,000

―

¥4,700,000

¥6,400,000

¥12,000,000

¥42,000,000

¥16,500,000

¥24,000,000

¥8,000,000

¥2,300,000

¥8,800,000

¥10,000,000

¥4,000,000

¥9,500,000

¥20,000,000

¥27,000,000

¥68,000,000

¥350,000,000

¥26,000,000

¥80,000,000

¥80,000,000

¥56,000,000

¥7,800,000

¥17,000,000

¥6,500,000

¥7,300,000

¥7,300,000

¥7,350,000

¥6,500,000

¥60,000,000

¥10,000,000

¥16,000,000

¥15,000,000

¥26,000,000

¥15,000,000

¥2,700,000

¥3,100,000

¥12,800,000

¥13,000,000

中央舗道建設（有）

不調

（株）佐野緑化土木

（有）笛南興業

矢崎興業（株）

（株）飯塚工業

（株）真栄電気

（有）東陽プロテック

（株）山吹

（株）滝沢電気

（株）NIPPO山梨統括事業所

（株）中村工務店

（株）佐野緑化土木

（株）中村工務店

（株）古屋工業

（株）栗田工業

（株）佐野緑化土木

友愛工業（株）

風間興業（株）

（株）地場工務店

（株）有電

（有）宮下設備

日本電気（株）甲府支店

（有）中村ポンプ工作所

東八防災（株）

東八防災（株）

（株）宮下測量

（株）東京日立　山梨支社

（有）中村設備

（株）佐野緑化土木

（株）飯塚工業

（株）日昇建設

中央舗道建設（有）

（有）荻野土建

（有）荻野土建

（有）桃李

（有）若杉工務所

¥2,900,000

¥11,560,000

―

¥4,090,000

¥5,150,000

¥6,450,000

¥37,000,000

¥12,500,000

¥23,000,000

¥4,750,000

¥2,070,000

¥8,700,000

¥10,000,000

¥1,640,000

¥7,315,000

¥17,000,000

¥22,000,000

¥63,300,000

¥350,000,000

¥19,942,000

¥64,700,000

¥69,000,000

¥55,500,000

¥7,600,000

¥11,400,000

¥5,620,200

¥7,250,000

¥7,250,000

¥7,300,000

¥4,600,000

¥55,000,000

¥9,900,000

¥12,360,000

¥14,500,000

¥25,700,000

¥15,000,000

¥2,480,000

¥2,790,000

¥9,440,000

¥10,800,000

平成24年9月4日

〃

〃

〃

〃

〃

平成24年9月11日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成24年9月11日※

平成24年9月11日☆

平成24年9月11日※

平成24年9月18日※

平成24年9月18日※

平成24年9月18日

平成24年9月18日☆

平成24年9月18日

平成24年9月25日

〃

〃

〃

〃

〃

平成24年9月25日☆

平成24年9月25日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

笛吹市石和保健福祉センター
エレベーター防煙スクリーン設置工事

市道1-13号線（旧石和13号線）
（仮称）砂原橋下部工工事（3工区）（債務）

市道1-13号線（旧石和13号線）
（仮称）砂原橋下部工工事（4工区）（債務）

春日居町寺本
（市消防団春日居分団第3部）

春日居町国府
（市消防団春日居分団第4部）

御坂町下野原・尾山
（市消防団御坂分団第12部）

（株）三水コンサルタント
山梨事務所

早野組・飯塚工業（仮称）砂原橋
下部工工事（3工区）共同企業体

（株）シーエスエンジニアズ
甲府営業所

財
団
法
人�

北
野
生
涯
教
育
振
興
会�

様

（
東
京
都
目
黒
区
）

【
彫
刻
5
点
】

山
本
早
苗
様
（
御
坂
町
夏
目
原
）

【
学
び
の
杜
み
さ
か
に
個
展
出
品
さ

れ
た
写
真
80
枚
】

一
宮
北
小
学
校
　
校
友
会
会
長

樋
口
公
忠
様
（
一
宮
町
上
矢
作
）

【
系
列
団
旗
、
綱
引
き
用
ロ
ー
プ
お

よ
び
巻
き
取
り
器
】

や
ま
も
と

ひ
ぐ
ち

き
み
た
だ

さ
な
え



一の沢遺跡出土国指定重要文化財・山梨県立考古博物
館蔵、写真提供　山梨県立考古博物館

　
ス
ポ
ッ
ト
ガ
イ
ド
・
エ
リ
ア
マ
ッ
プ

で
紹
介
し
た
遺
跡
を
尋
ね
る
シ
リ
ー
ズ

と
し
て
今
回
は
平
成
23
年
度
に
刊
行
さ

れ
た
ス
ポ
ッ
ト
ガ
イ
ド
「
一
の
沢
遺
跡
」

を
紹
介
し
ま
す
。

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
土
器
群

　
一
の
沢
遺
跡
は
、
縄
文
時
代
前
期
末

（
５
５
０
０
年
前
）
か
ら
縄
文
時
代
中

期
末
（
４
５
０
０
年
前
）
を
中
心
と
し

て
栄
え
た
大
集
落
遺
跡
で
、
境
川
町
小

黒
坂
の
北
西
に
向
か
う
緩
斜
地
、
狐
川

左
岸
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
過
去
5
回
の
発
掘
調
査
に
お
い
て
、

多
く
の
土
偶
や
土
器
が
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
中
で
も
県
教
育
委
員
会
が
実

施
し
た
「
4
号
住
居
跡
」
「
56
号
土
坑
」

の
発
掘
調
査
で
は
、
縄
文
時
代
中
期
中

頃
の
「
井
戸
尻
Ⅲ
式
」
と
呼
ば
れ
る
深

鉢
型
で
豪
快
な
土
器
文
様
を
特
徴
と
す

る
土
器
群
が
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

で
出
土
し
て
い
ま
す
。
こ
の
土
器
群
は
、

縄
文
時
代
中
期
の
土
器
研
究
の
指
標
と

さ
れ
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

第
5
次
調
査
結
果
か
ら

　
一
の
沢
遺
跡
は
直
径
１
０
０
m
ほ
ど

の
二
つ
の
隣
接
す
る
環
状
集
落
か
ら
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
調
査

さ
れ
た
竪
穴
住
居
跡
の
多
く
は
縄
文
時

代
中
期
の
も
の
で
し
た
が
、
平
成
20
年

度
に
実
施
さ
れ
た
市
浄
・
配
水
場
建
設

に
先
立
つ
発
掘
調
査
で
は
、
縄
文
時
代

前
期
末
の

も
の
も
確

認
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
特
に
「
十

三
菩
提
式
」

と
呼
ば
れ

る
細
い
竹

を
割
っ
た

断
面
を
利

用
し
て
文

様
を
付
け

た
土
器
や

釈
迦
堂
遺

跡
で
発
見

さ
れ
た
「
釈

迦
堂
Z
Ⅲ

式
」
と
い

う
土
器
片

が
目
立
ち

ま
し
た
。

　
こ
の
場
所
は
、
一
の
沢
遺
跡
の
な
か

で
も
比
較
的
標
高
の
高
い
と
こ
ろ
に
位

置
し
縄
文
時
代
中
期
の
土
器
や
土
偶
、

住
居
跡
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
調
査
の
結
果
、
縄
文
時
代
前

期
末
の
土
器
片
が
多
く
出
土
す
る
傾
向

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
の
住
居

も
近
く
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

食
べ
物
な
ど
か
ら
分
か
る

古
代
の
く
ら
し

　
縄
文
時
代
の
人
々
は
狩
猟
に
よ
る
動

物
食
が
中
心
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
実
は
ド
ン
グ
リ
や
ト
チ
の
実

と
い
っ
た
堅
果
類
を
中
心
と
し
た
植
物
食
、

特
に
そ
れ
ら
を
す
り
つ
ぶ
し
て
粉
に
し

た
も
の
が
中
心
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
一
の
沢
遺
跡
と
同
じ
く
縄
文
時
代
前

期
末
の
集
落
遺
跡
と
し
て
知
ら
れ
る
花

鳥
山
遺
跡
で
は
、
前
述
の
よ
う
な
固
果

類
の
ほ
か
に
、
栽
培
植
物
で
あ
っ
た
エ

ゴ
マ
の
塊
り
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
一

の
沢
遺
跡
に
お
い
て
も
、
植
物
栽
培
が

行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
一
の
沢
遺
跡
は
、
眼
前
に
甲
府
盆
地

が
広
が
り
、
背
後
に
奥
深
い
御
坂
山
地

を
控
え
て
い
ま
す
。
涼
し
く
、
風
通
し

の
よ
い
地
形
に
お
け
る
栽
培
植
物
と
、

御
坂
山
地
の
大
き
な
恵
み
を
背
景
に
豊

か
な
文
化
が
育
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
し

ょ
う
。

一の沢遺跡土器出土状況

一の沢遺跡

■問合せ先　環境推進課　☎�055（262）4111

　古タイヤとバッテリーのみの回収です。なお、お店など事業によ
って排出された古タイヤ・バッテリーは回収しません。

　回収場所はお住まいの地区だけでなく、他の回収場所もご利用い
ただけます。

一　宮

御　坂

石　和

八　代 12月2日（日）

12月2日（日）

12月1日（土）

12月1日（土） 午前８時～11時

午前８時～11時

午前８時～11時

午前８時～11時

境　川

春日居 12月1日（土）

12月2日（日） 午前８時～11時

午前８時～11時

芦　川 12月1日（土） 午前８時～11時

回収日 収集時間

市役所本庁舎駐車場

御坂支所駐車場

一宮福祉センター前駐車場

八代支所前駐車場

境川支所裏駐車場

春日居支所北側駐車場（商工会館裏）

芦川ふるさと総合センター駐車場

回収場所

自転車

テイラー・リヤカー

軽・普通車

大型車

100円

200円

200円

500円

　日時　11月18日（日）
　午前10時～午後3時
　場所　
　甲府市環境センター
　（甲府市上町601-4）
　内容　再生自転車・家

具の抽選販売、フリー
マーケットほか

■問合せ先
　甲府市環境部
　環境総室　環境保全課
　☎�055（241）4312

タイヤ回収料金 ホイールが付いて
いても回収します。
バッテリーは無料
です。

　
万
が
一
に
備
え
、
人
と
犬
が
一
緒

に
安
全
に
避
難
す
る
た
め
に
、
「
心
」

と
「
物
」
の
準
備
を
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

▼
飼
い
主
の
防
災
心
構
え

　
ま
ず
人
（
飼
い
主
）
の
防
災
対
策

を
万
全
に
し
ま
し
ょ
う
。
飼
い
主
が

無
事
で
あ
る
こ
と
が
愛
犬
の
防
災
に

つ
な
が
り
ま
す
。

▼
愛
犬
の
健
康
管
理

　
避
難
所
に
は
犬
が
苦
手
な
人
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
し

つ
け
を
し
て
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
飼
い

ま
し
ょ
う
。

①
健
康
管
理

　
日
頃
か
ら
、
愛
犬
の
体
調
を
整
え
、

病
気
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

（
例
）
　
狂
犬
病
予
防
注
射
、
混
合
ワ

ク
チ
ン
、
ノ
ミ
・
ダ
ニ
・
フ
ィ
ラ
リ

ア
等
の
予
防
な
ど

②
個
体
識
別

　
犬
が
迷
子
に
な
っ
て
も
飼
い
主
が

分
か
る
よ
う
に
、
首
輪
等
に
名
札
を

着
け
た
り
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
入
れ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
市
役
所

で
犬
の
登
録
を
行
い
、
鑑
札
を
着
け

ま
し
ょ
う
。

③
マ
ナ
ー
、
し
つ
け

　
愛
犬
の
排
泄
物
の
片
付
け
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
決
め
ら
れ
た
場
所
で

排
泄
で
き
る
よ
う
に
し
つ
け
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
に

よ
る
抜
け
毛
処
理
、
無
駄
吠
え
な
ど

に
も
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

他
人
や
他
の
動
物
と
仲
良
く
で
き
る

犬
に
し
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
愛
犬
の
避
難
グ
ッ
ズ

　
避
難
生
活
を
考
え
て
、
次
の
よ
う

な
愛
犬
用
避
難
グ
ッ
ズ
を
準
備
し
て

お
く
と
安
心
で
す
。
災
害
時
は
ペ
ッ

ト
の
支
援
物
質
も
不
足
し
ま
す
の
で
、

日
頃
か
ら
新
鮮
な
水
と
ペ
ッ
ト
フ
ー

ド
は
備
蓄
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
食
料
と
水

②
病
気
が
あ
る
場
合
の
常
備
薬
や
療

法
食

③
飼
育
手
帳
　
（
例
）
　
飼
い
主
と
愛

犬
の
写
真
・
病
気
や
ケ
ガ
の
既
往

歴
（
治
療
状
況
）
な
ど

④
飼
育
道
具
　
（
例
）
　
首
輪
、
リ
ー

ド
、
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グ
、
ト
イ
レ

用
品
（
新
聞
紙
、
ペ
ッ
ト
シ
ー
ツ
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
等
）
な
ど

　
避
難
先
で
は
係
員
な
ど
の
指
示
に

従
っ
て
、
係
留
し
た
り
ケ
ー
ジ
に
入

れ
た
り
す
る
な
ど
、
飼
い
主
が
責
任

を
持
っ
て
犬
を
管
理
し
ま
し
ょ
う
。



■問合せ先　生涯学習課　生涯学習コーディネーター　☎�055（261）3339

　7月23日、小石和区は同公民館において、全区民を
対象とした地域コミュニティ講座（スコニティ）「自
転車シミュレーター」を使った交通安全教育講座を
開催しました。「自転車シミュレーター」・・・ちょっ
と聞きなれないものですが、これは石和町交通安全
協会が県内で初めて購入し、市民活動支援課の交通
安全指導員の指導のもとで活用しているものです。
前面、左右後方に大きなモニターを備えた自転車で、
道路上と同じに様々な場所での走行や、起こりうる
事故等の体験ができます。
　当日は、小学生も多く参加し、今までの自分たち
の運転で危ういところ、できているところなどを確
認するとともに、安全運転クイズに答えながら学び
を深めていました。また、大人の参加者も被害者になっ
てしまうだけでなく、加害者にもなりうることを学
ぶ良い機会になったようです。全区民対象のスコニティ
を開催している区はまだまだ少なく、年齢を問わず
に学ぶことのできる今回のようなスコニティが、市
全体に広がって行くことを期待しています。

▼
日
時
　
11
月
4
日
（
日
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

▼
場
所
　
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
大
研

修
室
（
県
立
博
物
館
隣
り
）

▼
講
師
　

　
井
澤
英
二
氏
（
九
州
大
学
名
誉
教
授
）

　
中
島
圭
一
氏
（
慶
應
義
塾
大
学
教
授
）

※
申
し
込
み
不
要
、
聴
講
無
料

　
初
め
て
古
文
書
を
学
ぶ
方
の
た
め
の

初
級
編
で
す
。

▼
日
時
　
11
月
10
日
（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
会
場
　
生
涯
学
習
室
（
聴
講
無
料
）

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
日
時
　
11
月
25
日
（
日
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
県
立
博
物
館
ロ
ビ
ー
（
当
日

受
付
を
行
い
ま
す
。
事
前
の
申
し
込

み
不
要
。
参
加
費
2
0
0
円
が
必
要
）

　
紅
葉
が
見
頃
を
迎
え
た
博
物
館
の
庭

で
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
畠
で
の
収
穫

祭
（
野
菜
の
収
穫
体
験
）
、
館
内
で
の

折
り
紙
教
室
や
鎧
と
十
二
単
の
試
着
体

験
（
子
ど
も
の
み
）
、
芋
煮
の
試
食
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
秋
の
一

日
を
、
家
族
揃
っ
て
の
ん
び
り
過
ご
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
　
11
月
20
日
（
火
・
県
民
の
日
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
3
時

※
雨
天
の
場
合
、
収
穫
祭
の
み
順
延
と

な
り
ま
す
。
11
月
23
日
（
金
・
祝
日
）

午
後
2
時
か
ら
。

※
申
し
込
み
不
要
。

　
参
加
費
無
料
。

■
問
合
せ
先
　
県
立
博
物
館

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
6
3
1

砂金すくい体験

は
た
け

　
当
日
は
、
入
館
無
料
で
す
。

▼
内
容
　
薄
茶
席
ふ
る
ま
い
（
先
着

１
０
０
人
）
、
土
偶
作
り
（
午
後
1

〜
3
時
、
材
料
費
2
0
0
円
）
、
収

蔵
庫
特
別
公
開
（
午
前
10
時
〜
午

後
3
時
）

　
中
央
道
全
線
開
通
30
周
年
記
念
日

で
す
。
当
日
は
、
記
念
ス
ト
ラ
ッ
プ

を
配
布
し
ま
す
。
※
入
館
無
料

　
当
日
は
休
館
日
で
す
が
特
別
開
館

し
ま
す
。
※
入
館
無
料

�
秋
の
一
日
、
野
焼
き
の
火
を
囲
ん
で

　
ど
ん
ぐ
り
縄
文
な
べ
を
食
べ
、
弓

矢
体
験
な
ど
、
自
然
と
と
も
に
縄
文

文
化
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
　
11
月
23
日
（
金
）
　
午
前
10

時
〜
正
午
�

※
申
し
込
み
不
要

　
富
士
吉
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館
や

御
師
の
外
川
家
な
ど
富
士
山
と
人
々

の
暮
ら
し
を
訪
ね
ま
す
。

▼
日
時
�

12
月
1
日
（
土
）

�
午
前
9
時
〜
午
後
3
時
30
分

▼
集
合
場
所
�

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

▼
定
員
　
24
人
（
先
着
順
）

▼
持
ち
物
�

弁
当
等�

※
要
申
し
込
み

※
11
月
5
日
よ
り
受
付
開
始

　
筑
波
大
学
の
考
古
学
実
習
生
が
広

東
緑
石
を
使
い
、
縄
文
時
代
の
首
飾

り
「
大
珠
」
作
り
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

▼
日
時
　
12
月
1
日
（
土
）

　
午
前
10
時
よ
り

▼
定
員
　
10
人

▼
参
加
費
　
無
料
　
※
要
申
し
込
み

　
縄
文
時
代
中
期
中
葉
、
区
画
文
と

呼
ば
れ
る
土
器
を
生
み
出
し
た
縄
文

人
の
技
と
文
化
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
期
間
　
11
月
30
日（
金
）ま
で

期
間
中
毎
週
土
曜
日
　
午
後
1
時

30
分
か
ら
展
示
解
説
を
行
い
ま
す
。

▼
期
間
�
1
月
30
日
（
水
）
ま
で

■
開
館
時
間

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

○
休
館
日
　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌

日
（
土
・
日
除
く
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
☎
０
５
５
３
（
４
７
）
３
３
３
３

と
ん
り
ょ
く
せ
き

か
ん

　
本
校
で
は
、
学
校
が
主
体
と
な
る
活

動
も
含
め
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
と

と
も
に
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
児
童
会
が
進
め
て
い
る
あ
い
さ
つ
運

動
と
連
携
し
て
、
一
昨
年
か
ら
春
日
居

小
P
T
A
で
も
あ
い
さ
つ
運
動
を
進
め

て
い
ま
す
。
ポ
ス
タ
ー
づ
く
り
で
は
、

あ
い
さ
つ
運
動
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
標

語
を
保
護
者
に
も
子
ど
も
た
ち
に
も
募

集
し
ま
し
た
。

　
「
ま
ず
大
人
か
ら
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
た
あ
い
さ
つ
運
動
。
ミ
ニ
ポ
ス
タ

ー
を
春
日
居
地
区
全
戸
に
配
る
な
ど
活

動
を
広
げ
る
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
こ

の
活
動
を
通
し
て
、
家
庭
・
地
域
で
の

あ
い
さ
つ
の
輪
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　　
昨
年
度
か
ら
２
カ
年
計
画
で
「
人
権

文
化
を
育
む
学
校
」
「
真
の
学
力
の
伸

長
を
図
る
学
校
」「
課
題
解
決
型
の
学
校
」

と
い
う
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

学
校
づ
く
り
の
テ
ー
マ
は
「
改
革
」
そ

し
て
「
実
践
」
で
す
。
「
改
革
」
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
沸
き
立
た
せ
、
そ
れ
を
さ

ら
な
る
「
実
践
」
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
な
げ
て
い
く
の
が
狙
い
で
す
。

�

学
校
づ
く
り
の
合
い
言
葉
「
明
る
く

元
気
に�

た
く
ま
し
く�

御
坂
中
を
愛
し

そ
の
名
を
と
ど
ろ
か
そ
う
」
の
下
に
、

生
徒
・
教
職
員
が
一
体
と
な
り
、
さ
ら

に
、
保
護
者
や
地
域
も
巻
き
込
ん
で
、

「
こ
こ
を
こ
う
変
え
た
ら
も
っ
と
良
く

な
る
か
ら
や
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う
「
改

革
」
と
「
実
践
」
の
、
や
る
気
に
満
ち

た
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

総合体育大会壮行会で選手に
エールを送る応援委員



準優勝優　勝

相撲ソフトテニス

ハンドボール卓球

ソフトボールラグビー

テニスボウリング

空手道ゲートボール

バウンドテニス

ターゲット・バードゴルフ

バドミントンソフトテニス

ターゲット・バードゴルフバレーボール

弓道

男
子

女
子

優勝したラグビーと卓球男子

荻野市長から花束を贈られる上野志づ江さん、
103歳＝御坂町二之宮

会場の外では、ふれあい移動動物園が開
園し、親子で動物とふれあっていました

巨峰種飛ばし大会
およそ400人が参加

生徒にガウンを着せる森さん

石和温泉出前足湯が
設置されました

　
9
月
17
日
、
御
坂
町
観
光
協
会

フ
ル
ー
ツ
部
会
は
、
み
さ
か
桃
源

郷
公
園
に
お
い
て
「
御
坂
ぶ
ど
う

祭
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
名
物
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
巨
峰
種

飛
ば
し
大
会
が
今
年
も
実
施
さ
れ
、

優
勝
者
に
は
、
巨
峰
4
㎏
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
な
お
、
今
年
の
最
高

記
録
は
10
m
94
㎝
で
し
た
（
歴
代

の
最
高
記
録
は
11
m
75
㎝
）
。

　
8
月
12
日
（
夏
季
大
会
）
か
ら

開
催
さ
れ
た
第
65
回
山
梨
県
体
育

祭
り
は
、
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
を

中
心
に
県
内
の
各
施
設
で
開
催
さ
れ
、

市
は
総
合
2
位
で
今
大
会
を
終
了

し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
満
77
歳

6
3
1
人
、
満
88
歳
3
2
4
人
、

満
1
0
0
歳
以
上
49
人
の
方
々
に

敬
老
祝
金
を
贈
り
ま
し
た
。

　
9
月
15
日
に
は
、
荻
野
市
長
ら

関
係
者
が
市
内
の
1
0
0
歳
以
上

の
方
の
う
ち
13
人
を
直
接
訪
問
し
、

記
念
品
と
祝
金
を
渡
し
ま
し
た
。

　
絵
を
描
く
こ
と
を
趣
味
と
さ
れ

る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
長
寿
の
秘

訣
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
9
月
25
日
、
石
和
中
学
校
は
、

2
学
年
を
対
象
に
市
内
で
活
躍
す

る
理
髪
店
経
営
者
、
保
育
士
な
ど

様
々
な
職
業
の
6
人
を
講
師
に
迎

え
、
経
験
談
な
ど
を
聞
く
「
職
業

講
話
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
自
動
車
整
備
士
の
稲
木
望
さ
ん

は
「
環
境
保
護
が
叫
ば
れ
、
技
術

的
水
準
も
高
度
化
し
て
い
る
。
そ

れ
に
合
わ
せ
て
日
々
勉
強
を
し
て

い
る
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
キ
ッ
ク
ボ
ク
サ
ー
の
森

直
樹
さ
ん
は
、
生
徒
か
ら
「
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
方
法
は
?
」
と
聞
か
れ
、

「
サ
ン
ド
バ
ッ
グ
を
蹴
る
な
ど
単

純
な
こ
と
を
す
る
。
当
た
り
前
の

こ
と
が
大
事
。
お
も
し
ろ
い
こ
と

は
な
い
が
、
目
的
が
あ
る
か
ら
で

き
る
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

参加した市男女共同参画推進委員と事務局職員

駅入り口に設置されたエアーテント内で講習を受ける参加者

パワーポイントを使用しての問題提起

　
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

は
、
N
W
E
C
（
国
立
女
性
教
育

会
館
・
埼
玉
県
）
に
お
い
て
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
画
し
、
男
女

共
同
参
画
推
進
条
例
に
関
す
る
問

題
提
起
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
委
員
会
が
毎
年
行

っ
て
い
る
県
外
研
修
の
一
環
で
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
同
委
員
会
は
「
市
民
の
手
で
つ

く
っ
た
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

〜
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
、
今
後

の
取
り
組
み
〜
」
と
題
し
た
問
題

提
起
を
し
て
、
全
国
津
々
浦
々
か

ら
の
参
加
者
と
活
発
な
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、

「
条
例
制
定
に
当
た
っ
て
、
委
員

の
意
見
や
考
え
方
が
反
映
さ
れ
た

こ
と
、
ま
た
そ
れ
ら
を
社
会
に
反

映
さ
せ
て
い
く
た
め
の
日
々
の
活

動
が
参
考
に
な
っ
た
」「
市
民
の
方
々

が
作
り
上
げ
ら
れ
た
条
例
で
あ
る

か
ら
こ
そ
、
プ
ラ
ン
に
『
市
民
に

で
き
る
こ
と
』
と
い
う
発
想
が
あ

る
と
気
づ
い
た
」
な
ど
好
意
的
な

意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
推
進
委
員
か
ら
は
、

「
特
に
職
場
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画
に
は
、
ま
だ
ま
だ
い
ろ
い
ろ

な
問
題
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
」

「
地
域
部
会
が
テ
ー
マ
と
し
て
掲

げ
て
い
る
『
き
づ
き
』
が
あ
ら
ゆ

る
取
り
組
み
の
出
発
地
点
で
あ
り
、

と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
感
じ
た
」

な
ど
と
感
想
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
9
月
4
日
、
市
消
防
本
部
と
市

消
防
団
は
石
和
温
泉
駅
の
利
用
客

等
を
対
象
に
、
応
急
手
当
の
講
習

会
を
実
施
し
た
ほ
か
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
よ
う
啓
発

を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
駅
利
用
客
や
駅
員
、

近
隣
の
住
民
や
保
育
所
か
ら
は
園

児
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
訓
練
用
ダ
ミ
ー
（
人
形
）

や
A
E
D
を
使
用
し
て
心
肺
蘇
生

法
を
学
び
、
応
急
手
当
の
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

市保健師による子育て相談

け
つ

ひ



●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

11
月
3
日
（
土
）
・
10
日
（
土
）
・
17

日
（
土
）
・
24
日
（
土
）

午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

午
後
の
部
　
2
時
〜
2
時
30
分

毎
週
土
曜
日
2
回
開
催

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

11
月
1
日
（
木
）
・
15
日
（
木
）
・
29
日

（
木
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

11
月
8
日
（
木
）・
22
日
（
木
）

午
前
11
時
か
ら

●
楽
蔵
お
は
な
し
会

　
（
お
話
・
工
作
・
映
画
会
）

　
11
月
3
日
（
土
）

　
午
後
2
時
〜
3
時

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

11
月
13
日
（
火
）
・
27
日
（
火
）

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム
６
周
年
ス
ペ
シ
ャ
ル

　
（
大
人
の
た
め
の
癒
し
の
時
間
）
★

11
月
16
日
（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

11
月
７
日
（
水
）
午
前
11
時
か
ら

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル

　
〜
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
お
は
な
し
会
〜
　

11
月
４
日
（
日
）
・
11
日
（
日
）
・
25

日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

11
月
10
日
（
土
）

午
後
2
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ
〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜

11
月
９
日
（
金
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン

11
月
21
日
（
水
）
午
前
11
時
か
ら

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ

　
11
月
18
日
（
日
）
午
後
2
時
か
ら

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会

11
月
10
日
（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
か
ら

●
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

11
月
７
日
（
水
）
・
14
日
（
水
）
・
21

日
（
水
）
・
28
日
（
水
）

午
前
11
時
か
ら

●
え
ほ
ん
で
G
O
!

11
月
３
日
（
土
）
・
10
日
（
土
）
・
17

日
（
土
）
・
24
日
（
土
）

　
午
前
11
時
か
ら

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

11
月
10
日
（
土
）

午
後
2
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
）

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も

�

（
乳
幼
児
向
け
）

11
月
13
日
（
火
）
・
27
日
（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

11
月
10
日
（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

11
月
17
日
（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ

11
月
24
日
（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民

館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・
デ
ィ
サ

ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど
に
出
向
き
、

年
配
の
方
々
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ご
要
望
が
あ
れ
ば
随

時
出
前
お
は
な
し
会
を
行
い
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受

け
に
な
り
た
い
方
は
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

★
印
…
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な

し
登
録
講
座

■
問
合
せ
先

石
和
図
書
館
（
担
当
�

石
倉
）

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
5
9
5
9

℡
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０

平
日（
火
・
木
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

平
日（
水
・
金
）･

土･

日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４

平
日
・
土
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３

平
日
・
土
・
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３

月
・
火
・
木
・
金
／
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
石
和
図
書
館

５
日（
月
）・
12
日（
月
）・
19
日（
月
）・

26
日（
月
）

◆
御
坂
図
書
館

７
日（
水
）・
14
日（
水
）・
21
日（
水
）・

28
日（
水
）・
30
日（
金
）

◆
一
宮
図
書
館

5
日（
月
）・
12
日（
月
）・
19
日（
月
）・

23
日（
金
）・
26
日（
月
）・
30
日（
金
）

◆
八
代
図
書
館

５
日（
月
）・
12
日（
月
）・
19
日（
月
）・

23
日（
金
）・
26
日（
月
）

◆
境
川
図
書
室

　
３
日（
土
）・
４
日（
日
）・
11
日（
日
）・

18
日（
日
）・
23
日（
金
）・
25
日（
日
）

◆
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

５
日（
月
）・
12
日（
月
）・
19
日（
月
）・

26
日（
月
）・
30
日（
金
）

　絵本『給食番長』のよしながこうたく先生が再び御坂図書館にやってくる!!
　こうたく先生とクリスマスを楽しもう!
　日時　12月１日（土）午後１時30分から
　場所　学びの杜みさか　視聴覚室
　定員　100名　要申し込み
※11月３日（土）より申し込みを受付けます。
　定員になり次第締め切ります。
　入場　無料
■申込先　市内各図書館
■問合せ先　御坂図書館　☎055（263）0363
★当日、本の販売・サイン会も行います。
※当日、購入した本にサインがもらえます。（１家族１冊）

　図書館ボランティア「タンタン」のおはなし会です。
　読書の秋、食欲の秋・・・。楽しいおはなし会の後は、栄養士さんと一緒に、
おいしい秋の味覚を味わいましょう！お待ちしています。
　日時　11月22日（木）午前11時から
　場所　スコレーセンター　２階資料展示室・料理実習室

　保存期間を経過した雑誌、廃棄された一般図書・児童書などのブックリサイクルを行います。
100円で袋に詰め放題です。ご家族そろってお出かけください。
・一宮図書館　　　日時　11月３日（土）午前９時30分～午後４時30分
　　　　　　　　　場所　一宮図書館前
・春日居図書館　　日時　11月17日（土）午前10時～午後４時
　　　　　　　　　場所　春日居あぐり情報ステーション　ロビー

　本庁舎耐震工事に伴うネットワーク移転作業により図書館システムの一部の業務が制限され
ます。11月23日（金）～25日（日）は、オフラインでの開館のため、利用登録（カード再発行）、
図書の検索・予約・相互貸借などの業務ができなくなります。
　利用者の皆さんにはご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力をお願いします。

皆さん一緒に一宮図書館の開館記念日を楽しみましょう。
　日　時　11月３日（土）午後２時から
　場　所　一宮図書館前　　　入場料　無料
※子どもから大人まで楽しめる内容でおはなし会をします。



▼「職業講話」の取材で石和中学校を訪
れました。授業後、講師を務めた方々に、

その感想を聞きました。理髪店経営の方は「生徒は、実際
にマネキンを使ってカットやパーマをさせると、興味を持
ち出した」小売業の方は「生徒から質問を受けた時、逆に色々
なアドバイスをもらった」また、保育士の方からは「保育士
を目指しているという5、6人の生徒から熱心な質問があっ
た」などと伺えました。この頃から職業について意識を高
く持つことは、とても有意義なことだと感じました。��（k）

　
石
和
温
泉
駅
前
土
地
区
画
整
理
事
業
の
換
地
処

分
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
翌
日
か
ら
石
和
町

松
本
の
一
部
で
図
面
の
と
お
り
町
名
が
変
わ
り
ま

す
。
ま
た
、
該
当
地
域
の
郵
便
番
号
も
〈
4
0
6

ー
0
0
２
８
〉
に
変
わ
り
ま
す
。

　
新
し
い
町
名
は
『
石
和
町
駅
前
』
と
な
り
、
こ

の
日
か
ら
住
所
、
本
籍
、
土
地
が
区
域
内
に
あ
る

人
と
法
人
の
住
所
表
示
は
、
次
の
と
お
り
に
な
り

ま
す
。

　
な
お
、
住
民
票
や
印
鑑
登
録
、
本
籍
な
ど
の
戸

籍
関
係
の
書
類
、
課
税
台
帳
な
ど
は
、
市
役
所
で

自
動
的
に
変
更
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
以
外
の
住
所
変

更
の
手
続
き
は
、
お
手
数
で
す
が
、
該
当
す
る
皆

さ
ん
で
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
所
変
更
の
手
続
き
に
必
要
と
な
る
「
地

番
（
住
所
）
変
更
証
明
書
」
は
、
該
当
者
に
換
地

処
分
公
告
時
に
市
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

証
明
書
が
足
り
な
い
場
合
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
整

備
課
で
発
行
し
ま
す
。
（
無
料
、
印
鑑
、
運
転
免

許
証
な
ど
本
人
確
認
要
）

■問合せ先　まちづくり整備課　駅周辺整備担当　☎�055（261）3334

16番地

15番地

5番地
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